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ー
今
の
体
制
で
巨
大
な
中
国
を
維
持
す
る
の
は
無
理
1

畠
中
ア
ジ
ア
調
査
会
常
務
理
事
の
講
師
紹
介

本日
は 、
東
京
外
国際
大
学
教
授 、
中
嶋
敏
雄
先生
をお
招
きい

た
し
ま
した 。

中
鴫
先
生の
ご
経
歴
をご
紹
介申
し
上
げ
ま
す 。

中
嶋
先
生は 、
昭
和
十一
年
長
野
県
松
本
市の
生
ま
れで 、
今
年

五
十
三
歳
で
ご
ざい
ま
す 。
昭
和三
十
五
年 、
東
京
外
国語
大
学
中

国語
学
科
を
卒
業 、
同四
十一
年
東
京
大
学
大
学
院
を
修
了 、
社
会

学
博士
で
す 。

昭
和
四
十
四
年か
ら
四
十六
年
ま
で
香
港総
領
事
館の
外
務
省
特

壁新聞を手にして腸演する

中嶋教授

蚕中主
尽

日
嶋I

三五

実 嶺2
学

務 雄お
す又
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別研
究
員と
して
勤め
ら
れ 、
五
十
二
年か
ら一
年間 、
オ
ース
ト

ラリ
ア
国立
大
学
客
員
教
授 、
五
十
五
年か
ら一
年
間パ
リ

政
治
学

院
客
貝
教
授
を臆
任
さ
れ
ま
した 。

現
在 、
日
本
国
際
政
治
学
会理
事 、
ア
ジ
ア
政
経
学
会
常
務理
事 、

環太
平
洋
協
力日
本
委
貝
会
委
貝
な
ど
をつ
とめ
られ
てい
る
ほ
か 、

私
ど
もア
ジ
ア
調
査
会の
常
政研
究
機
関で
あ
りま
すア
ジア
研
究

委
員
会の
幹
事で
もご
ざい
ま
す 。

皆さ
ま
もご
承
知の
通
り 、
中
嶋
先
生は
現
代
中
国
研
究の
第一

人
者
とい
わ
れ 、
特に
文
化大
革
命
で
は 、
文
革
礼
賛の
学
者
も
多

かっ
た
中で 、
文
革
を一
貫
して

権
力
闘
争
と
して

分
析 、
今B
で

は
その
正
し
さ
が
証
明
さ
れ
て
お
り
ま
す 。

こ
れ
らの
文
革
を
当
時
に
おい
て
冷
静
に
観
察
し 、
正
確に
分
析

した
評
論
を
集め
ま
した
『
北
京
烈
烈」

llこ
れ
は
筑
摩
書
房か

ら
出
して
お
り
ま
す
が
iーは 、

一
九八一
年
度の
サン
ト
リ
ー

学

芸
貨を
受
賞い
た
し
ま
した 。

また 、
先
生
は 、
最
近で
は『
中ソ
の
戦
略
日
本の
選
択」
「
中

国に
呪
縛
さ
れ
る
目
本』
『二
十一
世
紀は日
本 、
台
湾 、
韓
国だ』

『ゴ
ルバ
チョ
フ
ソ
連の
読み
方」
な
どの
著
書
を
続々
と
出
版

さ
れ 、
新
聞 、
テレ
ビ
などマ
スコ
ミ
で
も
縦
横の
ご
活
躍
を
さ
れ

てい
る
こ
と
は
皆さ
ま
もご
承
知の
通
り
で
ご
ぎい
ま
す 。

私
は 、
先生の
研
究
室
をお
伺い
した
こ
と
がご
ぎい
ま
すが 、

中
国に
関
す
る
世
界
中の
新
聞 、
雑
誌 、
論
文
な
どの
膨
大
な
資
料

が
保
存監
理
さ
れ
て
お
り 、
た
と
えば
「
郡
小
平」
とい
う
引
き
出
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しの
中に
は 、
年
度
別の
膨
大
な
テ
｜

タ
が
保
存
さ
れてい
る
など 、

新
聞社の
調
査
部
も
顔
負けの
デ
ー

タ
を整
え
ら
れ
て
お
り
ま
す 。

ま
た 、
先
生は 、
こ
れ
ま
で
中
国
を九
回
訪
問
さ
れ
て 、
実
地
調

査
を
行
う
な
ど 、
克明
な
裏
付け
と
鋭い
洞
察
力の
下に 、
現
代
中

国
論
を
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す 。
先生の
中
国の
予
測や
見通
しが

的
中
す
る
秘
密
も 、
ここ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す 。

そ
れ
で
は 、
こ
れか
ら「中国
は
どこへ
行
く」と
題
して 、
六・

四
血の
天
安門
事
件 、
組
紫
陽
総
書
記の
解任 、
中
国
国
内へ
の
締

めつ
け
と
恐
怖
政
治 、
さ
らに
は
最
近の
中
国
情報
を
も
とに 、
今

後の
中
国の
見通
しについ
て
先生か
ら
お
話
を
してい
た
だ
きた

い
と
思い
ま
す 。

中
嶋
東
京
外
語
大
教
授
の
講
演

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
悲
劇
的
結
末

中
国は 、
ご
案内の
よ
うに 、
六
月四日
の

H血の
日
曜日。
と

い
う 、
あっ
て
は
な
ら
ない
よ
う
な
大
変
な
事
態
を
実
際
に
断
行
し

て 、
こ
の
森
以
来の
民
主
化
運
動に一
つ
の
結
末
をつ
けた 。
し
か

も
非
常に
悲
劇的
な 、
取り
返
しの
つ
か
ない
形に
おい
て 、
あ
あ

い
う
結
末
をつ
け
た
わ
け
で
す
が 、
そ
れ
で
ドラマ

が
終
わっ
た
と

は
思
わ
ない
わ
け
で 、
今 、
中
国は
第二
幕 、
あ
る
意
味
で
は
血の
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熱心に茸を傾ける会員たち

犠
牲に
ま
さ
る
と
も
劣ら
ない
よ
う
な
大
変
な
恐
怖
政
治
が
断
行き

れ
てい
る
わ
け
で
す 。

こ
の
とこ
ろ 、
外
国か
らの
厳
しい
批
判 、
あ
るい
は
今
回の
ア

ル
シュ・
サミッ
ト
に
お
け
る
中
国に
対しての
強い
批
判
等
も
あ

っ
て 、
外
見上は
少
し
柔
ら
かい
感
じ
に
なっ
て
きてい
る
か
に
見

ら
れ
る
が 、
こ
れ
はい
わ
ば一
生
懸
命 9
作
り
笑い。
を
してい
る

とい
うこ
と
で
して 、
相
変わ
ら
ず
逮
捕 、
摘
発が
次々
に
進
ん
で

お
り
ま
す 。

進
む
中
圏
内
の
，
恐
怖
政
治
々

私
共の
知っ
てい
る
よ
う
な
社
会
科
学
院の
学
者
で
あ
る
と
か 、

あ
るい
は
皆さ
ま
方の
恐
ら
く
総
意
に
さ
れ
てい
る
よ
う
な人
た
ち

が 、
今
次々
に
摘
発
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
して 、
す
で
に七
千
名
ぐ

らい
が
逮
捕
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す 。
この
数は 、
当
初一

方
名
ぐ
らい
の
リス
ト

が
用
意
さ
れ
てい
た
とい
い
ま
す
か
ら 、
さ

らに
大
幅に
上
回るの
で
は
ない
か
と
思い
ま
す 。

現に
死
刑
執
行
その
他
も 、
あの
よ
う
なみ
せ
しめ
の
形
は一
時

中断
してい
る
もの
の 、
依
然
と
して
進
ん
で
おっ
て 、
つい
最
近

も
新
しい
多
くの

知
識
人
た
ち
が
指
名
手
配
さ
れ
てい
る
わ
け
で
す

か
ら 、
そ
うい
う
意
味
ゃい
中
国の
圏内
政
治
は 、
ま
さ
に
恐
怖
政
治 。

そ
して 、
ひ
とた
び
権
力が
あ
あい
う
形
で
力
を
行
使
す
る
と 、
中

に
は
従
来の
立
場
をか
な
ぐり
拾
て
て 、
新しい
強
権
派
に
迎
合
す

る
人
た
ち
もい
ろい
ろ
出て
きて
お
り
ま
す 。
そ
う
した
中で 、
ご

承
知の
よ
うに
グ

密
告
制
度グ
が
奨
励
さ
れ
た
り
して 、
ま
さ
にジ

ョ
ージ・

オ
｜ウェ

ル
が
『一
九
八
四
年』
で
描い
た
よ
う
な
恐
怖

政
治
が
続い
てい
る
と
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん 。

そ
う
で
あ
る
が
故に 、
外に
対して
は 、
最
近
非
常に
操み
手
を

して 、
学
者レベ
ル
で
も 、
あ
るい
は
企
業
その
他
に
で
も 、
従来

以
上
に
笑
顔
を
作っ
て
見せ
てい
る
よ
う
で
す 。
ここ
に
私
は二
重

の
意
味
で
非
常に
多
くの
問
題
が
あ
るの
で
は
ない
か：：：
と 。

決
定
的
材
料
の
「
人
民
日
報
」

特
別
付
録

き
て 、
そこ
で 、
こ
の一
連の
事
態
を振
り
返
り
なが
ら 、
い
く

つ
かの
要点
を
述べ 、
全
体
像
を
描い
て
み
たい
と
思い
ま
す 。

もち
ろ
ん
新
間報
道 、
あ
るい
は
今
回はテレ
ビ
その
他がい
ろ

い
ろ
現
場か
らニ
ュ
ース

を
伝
えて
おっ
た
し 、
い
くつ
かの
壁
新

聞｜｜こ
うい
う
もの（
示
し
な
が
ら）
も大
か
た
手に
入
りつ
つ

あり
ま
す
が 、
そ
うい
う
もの
も
材
料に
なり
ま
す 。

も
う一
つ
決
定
的
な
材
料は 、
七
月十日
に
人
民日
報
が 、
特別

付
録と
してこ
こ
にご
ざい
ま
す
よ
うに 、
今
回の
事
態の
当
局
側

の
非
常に
詳
しい
経
過報
告
を
発
表
し
ま
した 。
私
も
読み
ま
し
た

が 、
こ
れ
は
北
京
市
長の
陳
希同
が 、
六
月三
十
日
に
詳
し
く
内
情

を
述べ
た
もの
で
して 、
その
あた
りの
経
過
を
批
判
し
な
が
ら分

析
して
み
る
と 、
全貌
が
浮
き
上がっ
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す 。

もち
ろ
ん 、
今の
中
国
当
局は 、
今
回の
この
経
過報
告に
も
あ

る
よ
うに 、
越
紫
陽
反
革
命
集
団とい
う
もの
がい
か
に
広
範
に 、
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しか
もい
か
に
用
意
周
到に
陰
謀
を企
て
てい
た
か
とい
うこ
と
が

冒
頭
か
らる
る
書か
れ
てい
ま
す 。
た
と
えば 、
香
港に
『
九
0
年

代』
とい
う
雑誌
と
か 、
あ
るい
は
『
新
観
察』

｜｜
中
国のニュ

ーウェ
ーブ

を
代
表
す
る
よ
う
な
雑
誌 。
上
海の
『
世
界
経
済
導

報』 。
こ
れ
らの
開
明
的
な
雑誌 、
さ
らに
『
人
民日
報』 、
香
港の

『
文
瞳
報』 、
『
北
京日
報』
等々
のマ
ス
メ
ディ
ア
も
この
反
革
命

集
固め一
角
を
構
成
し 、
そ
れ
が
方
励
之
と
か 、
社
会
科
学
院の
蘇

紹
智
と
か 、
バ
リ
に
逃
れ
た
厳
家
其
（
政
治
学
者）
と
か 、
そ
うい

う
人た
ち
と
結
託
して 、
ま
さ
に
中
国
を」資
本主
義の
方に
持っ
て

行
く
とい
う大
陰
謀
が
行わ
れ
てい
た
ん
だ 、
とい
うよ
う
な
筆
致『人民日報』付録の文章選集

る
わ
け
で
す
が 、
問
題の
ポ
イン
トは 、

今
回の
動
き
は 、
た
し
か

に
都
小
平の一言
う
よ
うに 、
あ
る
意
味
で
は
反
革
命で
あっ
た
とい

うふ
うに
考
えてい
い
の
で
は
ない
か 。

そ
れ
は 、
都
小
平
が 、
あ
るい
は
今の
強
権派
が
言
うよ
うに「反

革
命
陰
謀
集団」
とい
うこ
と
で
は
な
くて 、
中
国
共
産
党の一
党

支
配 、
あ
るい
は
今日
の
よ、つな
経
済の
腐敗
と
混
乱 、
そ
うい
う

もの
に
対
して 、
真
向
うか
らの
批
判
が
臨時
涛と
して
起こっ
て
き

た 。
そ
うい
う
意
味
で
「
カウ
ン
タ
ー・
レ
ボ
リュ
lショ

ン」
で

あっ
た
と
思い
ま
す 。
「
カウン
タ
ー・

レ
ボ
リュ
l

シヨ
ン」
とい

う
もの
を 、
「
反
革
命」
とい
う批
判の
レッ
テ
ル
と
して
で
は
な
く

て 、
ま
さに
中
国
を
作り
変
え
よ
うとい
うよ
う
な 、
そ
うい
う
意

味
での
「
反・
革
命」
とい
う
もの
が
や
は
り

事
態の
本
質で
あっ

た
と
思
うの
で
す
ね 。

ア
メ
リ
カの
『タ
イ
ム』
は 、
六
月十六
日
号に
「リ
ボル
ト・

ア
ゲ
イン
ス
ト・
コ
ミュ

ニ
ズ
ム」
と
表
現
して
おつ
だ
け
れ
ど
も 、

ま
さ
に
事
態の
本
質は
そこ
に
あっ
た 。

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
た
な
か
っ
た
学
生
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ただ 、
学
生た
ち
は 、
自
分た
ち
が
そ
うい
う
よ
う
な
恐
るべ
き

皮
革
命と
し
て 、
はっ
きり
した
目
的
を
持っ
て
自分
た
ちの
政
権

を
樹立
する
ん
だ
とい
うよ
う
な
形
で
今
回
あ
あい
う運
動
を
起こ

し
たの
で
は
な
かっ
た
とい
うこ
と
も
事
実で
す 。
した
がっ
て 、

強
力
なリ
ーダ
ーシッ

プ 、
あ
るい
はリ
ー

ダ
ーが

な
かっ
た 。
ご

で
書い
てい
る
わ
け
で
す 。

同時
に 、
この
陳
希岡
市
長の
詳
しい
経

過ーーい
っ
何日
に
ど

うい
うこ
と
が
起こっ
た
とい
う当
局側の
手か
ら
非
常に
詳
し
く

書い
て
あ
る
ーー

を
見る
と 、
今
回の
事
態は 、
党
中
央の
中 、
あ

るい
は
国
務
院の
中に 、
二
つ
の
司
令
部が
存
在
した
とい
うふ
う

に
わ
れ
わ
れ
が
受け
取
ら
ぎ
る
を
得ない
よ
う
な
状
況
で
す 。

そ
れ
か
ら
例の「
四
通
公
司、
こ
れ
はハ
イテ
ク
産
業
を
中
心に

急
速に
伸び
て
きた
企
業で
す
が 、
そこ
の
社
長
な
ど
も 、
今
逮
捕

状
が
出てい
る
よ
うで
して 、
こ
うい
う改
革と
開
放に
リン
ク
し

た
新
しい
企
業
集団
とい
う
もの
も 、
すべ
て
「一
味
徒党
で
あっ

た」
とい
う
よ
う
なこ
と
が
出て
お
り
ま
す 。

ちょっ
と
今 、
毎日
新
聞の
平
野
主
筆に
も
申
し
上げ
たの
で
す

が 、
日
本の
新
聞
をこ
こ
で
批
判
するの
は
ちょっ
と
ま
ずい
ん
で

す
が（
笑い
で
こ
ん
な
重
要

アヂ｜｜！こ
れ
を
その
ま
ま
要
旨だ
け
で

も
翻
訳
す
れ
ばい
い
わ
け
で
す
が
！｜こ
と
を 、
ど
うして
新
聞が

報
道
し
な
かっ
た
か
と
思い
ま
すね 。
こ
の
経
過
は 、
大
き
な
活
字

が
躍っ
たの
で
す
が 、
その
フォ
ロ
ー・

ア
ッ

プ
と
して 、
こ
ん
な

もの
こ
そ
資
料と
して
翻
訳
す
れ
ば：：：
と
に
か
く
当
局
側か
ら
す

る
全貌
が
か
なり
明
らか
に
なる
と
思
うわ
け
で
す 。
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事
態
の
本
質
は
「
反
・

革
命」

だ
っ
た

さ
て 、
そ
れ
ら
当
局側の
材
料 、
その
他の
材
料
を
総
合
して 、

私
もこ
の
間必
死に
なっ
てい
ろい
ろ
分
析
も
し 、
考
え
も
してい

承
知の
よ
うに
北
京
師
範
大
学の
女
性リ
ーダ
ーの

柴
玲と
か 、
パ

リ
に
逃
れ
た
ウ
｜

ア
ル
カ
イ
シ
l（

北
京
師
範
大
生 、
ウ
イ
グ
ル

族） 、
そ
れ
か
ら
北
京
大
学の
王
丹
｜｜彼

はつい
につ
か
ま
り
ま
し

た
｜｜ 、

こ
うい
う
指
名
手
配
さ
れ
た二
十一
名の
学
生
運
動の
リ

ー
ダ
ー
もい
た
わ
け
で
すが 、
こ
れ
は
所詮 、
学
生
運
動 。
特に「
高

自
連」
l

「
中
国
高
校（
大
学 、
専門
学
校）
自
治
連
合
会」
ーと

い
う
新
しい
自主
学
生
組
織は
で
きた
もの
の 、
と
て
も
軍
事
力
を

持っ
てい
る
共
産
党
を
転
覆さ
せ
る
とい
うほ
どの
もの
で
もご
夕、

い
ま
せ
ん 。
しか
も
リ
ーダ
ー

シッ
プ 、
あ
るい
は
リ
ー

ダ
ー
も
欠

き 、
あ
る
意
味で
は
組
織
論
も
なかっ
た 。
そ
れ
か
ら 、
彼
らの
不

満
を
ど
うい
う形
で
表
現
する
か
とい
う明
確
な
用
語
も
持っ
てい

な
かっ
た
と
思い
ま
す 。
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郵
氏
が
怖
か
っ
た
。
共
産
党
政
治
は
ゴ
メ
ン
々

そ
して 、
本
来
そ
うい
う
革
命で
あ
れ
ば（
反
革
命に
せ
よ） 、
戦

略
と
戦
術が
必
要で
すけ
れ
ど
も 、
デモ
を
ど
うい
うふ
うに
広
げ

る
か
とい
うこ
と
につい
て
は
非
常に
冷
静に
知
恵
を
絞っ
た
け
れ

ど
も 、
も
ち
ろ
ん
今の
中
国
共
産
党
を
転
覆さ
せ
る
とい
うと
こ
ろ

ま
で
展
望
を
持っ
てい
た
わ
け
で
は
ない 。
した
がっ
て 、
今
回の

運
動
は
挫
折し 、
抑
圧
さ
れ
る
宿
命に
あっ
た
わ
け
で
す
が 、
しか

し 、
なぜ
あ
そこ
ま
で
こ
ん
なに
運
動
が
広
がっ
て
行っ
た
か 。
単

に
北
京だ
け
で
は
な
く 、
全
中
国
津々
浦々
に
ま
で一
時
は
彰
涛た

る
大
き
な
民主
化
運
動
が
広
がっ
て
行っ
た
とい
うこ
との
本
質に



は
「
も
う
共
産
党の
政
治
は
ご
め
ん
だ」
とい
う
暗
黙の
コ
ン
セン

サ
ス
が
あっ
た
とい
うこ
と 。
こ
れ
は
今
後の
中
国
を
考
え
る
う
え

で 、
非
常に
重
要
な
ポ
イン
トだ
と
思い
ま
す 。

で
あ
る
が
放
に 、
あ
る
意
味
で
は 、
郵
小
平
氏は
そ
れ
が
怖かっ

た
ん
で
す
ね 。
で
す
か
ら 、
彼
に
とっ
て
は 、
こ
れ
は
抑圧
す
る
以

外の
何
もの
で
も
ない 。
で
す
か
ら 、
都
小
平
氏
は
その
点
で
非
常

に
きめ
てい
た
とい
うこ
と
も
言
え
る
し 、
リ
ア
リス
ト

で
あっ
た

とい
うふ
うに
も
見る
こ
と
が
で
き
ま
す 。

も
ち
ろ
ん
こ
うい
う
形
で
強
権
を
行
使した
中
国が 、
今の
よ
う

な
体
制
で
果
た
し
て
今
後
やっ
て
行け
る
か 、
差
し
当た
り
経
済は

ど
うなの
か 、
とい
うこ
とは
こ
れ
か
らお
話
し
す
る
よ
うに 、
非

常
に
難しい 。
国
民か
ら
見
放さ
れ 、
学
生や
知
識
人か
ら
あん
な

に
反
発
を
買い 、
そ
し
て
今み
ん
な
強
硬
派に
恐
れ
おの
のい
て
お

り
ま
すけ
れ
ど
も 、
そ
うい
う

権
力が 、
軍
事
カに
よっ
て
辛
う
じ

て
支
え
ら
れ
てい
る
に
過
ぎ
ない 。
そ
し
て 、
い
よい
よポ
ス
ト

都

小
平
とい
う
問
題が 、
時々
刻々
と
追っ
て
く
る
とい
うこ
と
を
考

える
と 、
今の
強
硬
派の
リ
ー

ダ
ー

シッ
プ
その
もの
は 、
い
つ
瓦

解
す
る
か
も
知
れ
ない
とい
う
基
本
的
な
脆
弱
性
を
持っ
てい
る
と

考
え
ま
す 。

し
た
がっ
て 、
今
後
中
国は 、
まだ
まだ
大
き
な
変
動 、
あ
るい

はい
ろ
ん
な
問
題
が
起こ
り

得
る
とい
う
そ
うい
う
不
可
測
性の
中

に
ま
す
ま
す
投げ
込ま
れ
た
中
国で
あ
る
とい
うふ
うに
申
し
上げ

ざ
る
を
得
まい
と
思い
ま
す 。

体が
う
ま
く

行っ
てい
な
かっ
た
とい
うこ
と
な
ん
で
す
ね 。

こ
こ
に
実は 、
二
重の
意
味
で
深
刻
な
問
題
が
あっ
た 。
今の
強

硬
派が 、
辛
う
じ
て
武
力で
抑
えてい
る
け
れ
ど
も 、
今
度は
越
紫

陽
に
な
れ
ば
中
国の
経
済 、
社
会が
う
ま
く

行
くか
とい
うと 、
実

は
そ
う
で
は
ない 。
そ、つで
ない
こ
とが一
方で
証
明
さ
れ
てい
た

とこ
ろ
に 、
二
重の
意
味
での
救い
の
な
さ
が
あ
る
よ
うな
気
が
し

ま
す 。活

性
化
は
し
た
が
，
闇
市
経
済e
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ご
象
知の
よ
うに 、
最
近の
イン
フ
レ
は
もの
すご
く
て 、
こ
の

第
1
四
半
期
だ
け
で
も二
八
訂 、
しか
も
自由
市
場の
価
格はこ
の

統
計の
中に
入っ
て
お
り
ま
せ
ん
か
ら 、
公
定
価
格だ
け 。
自
由
市

場の
価
格
も入
れ
る
と 、
五
｜｜六

O
W
とい
うス
ーパ
ー
イン
フ

レ
で
す 。
そ
も
そ
もこ
れ
も
実は
郡
小
平に
も
責
任が
あ
る 。
一
九

八
四
年に
人
民公
社
を
解
体
し
て 、
生
産間
負い
制
を
実
施
し
た 。

こ
の
と
きに 、
農
民
を
喜
ば
せ
る
た
め
に 、
農
作
物の
統一
買い
付

け
価
格
を
大
幅
に
引
き
上げ
てい
る
わ
け
で
し
て 、
そ
う
す
れ
ば
当

然
国
家の
財政に
負
担
と
なっ
て
赤
字
に
な
る 。
その
分 、
人
民元

を
増
発
す
る
とい
う
よ
うな
こ
と
をやっ
て
き
た 。

そ
うい
う
悪
循
環が
続い
て
き
た
う
えに 、
最
近で
は
通
信の
流

通
量
が
もの
すご
く

増
え
て
おっ
た
が 、
こ
れ
に
はい
ろい
ろの
意

味が
あ
る 。

一
つ
は
国
家
財
政の
大
幅
な
赤
字が
累
積
さ
れ
て
き
てい
る
か
ら 、

破
綻
寸
前
の
十
年
の
改
革
・

開
放

そこ
で 、
今
回の
経
過
を
ざっ
と
見る
と 、

うな
こ
とが
言、え
る
と
思い
ま
す 。

過
去
十
年
間の
改
革
と
開
放の
政
策
も 、
決
し
て
順
調
で
は
な
か

っ
た
し 、
そ
れ
どこ
ろ
か
破
綻寸
前
で
あっ
た
とい
う状
況
がご
ぎ

い
ま
す 。

も
し
も 、
改
革
と
開
放に
よっ
て
多くの
中
国の
人
た
ち
が
満
足

してい
た
な
らば 、
その
受
益
者で
あっ
た
な
らば 、
こ
れ
ほ
どの

不
満の
爆
発
とい
うの
は
な
かっ
た
わ
け
で
す 。

そ
も
そ
も
改
革
と
開
放
を
郡
小
平
が
路
線
を
敷き
な
が
ら 、
そ
れ

を
ま
ず
胡
躍
邦 、
そ
し
て
越
紫
陽に
や
ら
せ
る 。
そ
れ
は
当
然
今の

共
産
党
体
制
を
掘り
崩しか
ね
ない
よ
うな
西
側か
らの
影
響で
あ

る
とか 、
市
場メ
カニ
ズ
ムの
導入
で
あ
る
とか 、
そ
うい
う
もの

が
出て
釆
ま
すか
ら 、
そ
れ
は
自
ら
危
機
を
招くこ
と
に
な
るの
で

すけ
れ
ど
も 、
その
こ
との
責任
をこ
うい
う
形
で 、
胡
海
邦 、
越

紫
陽の
失
脚
とい
う形 、
し
か
も
学
生
を
武
力
強圧
とい
う
形
で
と

っ
てい
る
とこ
ろ
に
そ
も
そ
も
大
き
な
矛
盾が
あ
る
こ
とは一一
う
ま

で
もご
ざい
ま
せ
ん 。

特に
経
済
な
ん
で
す
が 、
私はエ
コ
ノ
ミ
ス
ト

で
は
ご
ざい
ま
せ

ん
が 、
と
か
〈こ

れ
ま
での
中
国
過
去
十
年
間
を
過
大
評
価
し
てい

た
の
で
は
ない
か
とい
う気が
し
ま
す 。

とい
うこ
とは 、

越
紫
陽の
政

策｜｜特に
最
近

は｜｜そ
れ
自

ま
ず
第一
に
次の
よ
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そ
れ
を
補
填す
るた
め
に 、
こ
の
とこ
ろ
毎年
対
前
年比一二
O
打増

ぐ
らい
紙
幣
を
刷っ
てい
る
わ
け
で
す 。
特に 、
こ
の
三
月は 、
三

百二
十
億元
とい
う人
民元
を
発
行
し
てい
ま
す 。
こ
れ
は
国
家の

歳
出 、
歳入：
：・

要
す
る
に
国
家の
予
算の
歳入
の
四
分の一
・ぐ
ら

い
人
民元
を
刷っ
てい
る
わ
け
で
す
ね 。
三
月とい
うの
は
特
に
ひ

ど
かっ
た 。
こ
れ
は
も
う
もの
す
ごい
イン
フ
レ
に
な
る
こ
とは
明

らか
で
す 。
経
済は
た
し
か
に
活
性
化
した
が 、
その
代わ
り
に 、

中
国社
会
全
体が 、
い
わ
ば
「
闇
市
経
済」
の
よ
うに
なっ
て
し
ま

っ
た 。そ

う
す
る
と 、
こ
の
混
乱
と
活
性
化の
中で 、
う
ま
く
立
ち
回っ

て
行
く
人
た
ち
は 、
ま
す
ま
す
利
益
を
得て
行
く 。

貧
富の
差
が
増

大
す
る 。
そ
して一
部の
幹部の
特
権：：：い
わ
ゆ
る
「
官倒」
現

象 、
官
僚ブロ
ー

カ
ー

が
輩
出
す
る
と
か 、
そ
うい
う
問
題
がい
ろ

い
ろ
出
て
参
り
ま
し
た 。
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幹
部
・
一

族
郎
党
の
信
敗
現
象

そ
うした
中で
目立つ
こ
とは 、
共
産
党の
幹
部の一
族
郎
党が

すべ
てのい
い
職 、
ポ
ジショ
ン
を
牛
耳っ
てい
る
とい
う
腐敗
現

象で
す 。

こ
れ
は（
示
し
な
が
ら） 、
北
京
大
学
で
出た
壁
新
聞で
す
が 、
ご

承
知の
よ
うに
郡
小
平の
息
子の
郡
横
方は
文
革の
と
きの
犠
牲
者

で
身
障
者で
す 。
日
本
に
も
車
椅
子
で
参
り
ま
し
た 、
中
国
身
障
者

福
利
基
金
を
利用
し
て
不正
を
働い
て
きた 。
い
わ
ば 、
人
道主
義



を
売り
もの
に
し
て
巨
万の
利益
を
得た
とか 、
お
父さ
ん
が
都
小

平で
す
か
ら 、
そ
れ
をい
い
こ
とに 、
東
海
艦
隊の
船
を三
隻
払い

下げ
て
｜｜こ

れ
は
壁
新
聞が
書い
てい
る
こ
と
で 、
どこ
まで
信

用
で
き
る
か
わ
か
り
ませ
ん
け
れ
ど

も1｜ア
メ
リ
カの
銀
行に
十

億
米
ドル 、

ス
イス
の
銀
行に
三
十
億ドル：：：
米
ドル

で
貯
金し

て
あっ
た
とか 、
そ
うい
う
よ
う
なこ
と
が
言
わ
れ
る 。
こ
れ
は
話

半
分に
聞い
て
も 、
か
な
り
そ
うい
う
現
象が
起こっ
てい
た
で
あ

ろ
うこ
と
は
予
測
がつ
き
ま
す 。

ご
承
知の
よ
うに 、
都
機
方は
「
康
＃啓発
展総
公
司」
とい
う
中

国の
新
興
企
業
集団の
代
表の
よ
う
な 、
一
種のコ
ン
グロ
マ
リツ

ト 、
総
合
商
社の
理
事長で
し
て 、
こ
れ
は
あ
まりに
も
官倒
現
象 、

腐敗
がひ
どい
とい
うの
で 、
昨
年
秋 、
ご
承
知の
よ
うに
国
務
院

と
党
中
央は 、
こ
の
康
華
発
展公
司の
すべ
ての
貿
易
取
引
を
中止

さ
せ
た 。
こ
うい、
7．こ
と
が
あ
ま
り
に
もひど
かっ
た 。
郵
小
平の

娘
と
か 、’
み
ん
な
そ
れ
らの
人
た
ち
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
やっ
て

い
’令。超

紫
陽だっ
て
同
じ
こ
と
で
して 、
息
子の
超
大
軍
は
「
海
南
叢

海
公
司」
副
総
裁で
あ
る
とか 、
娘が
北
京の
「
長
城飯
店」
の
刷

支
配
人
で
あ
る
とか 、
そ
うい
う
現
象が
あ
ま
りに
も自につい
た

とい
うこ
と
もご
ざい
ま
しょ
う 。

すべ
ての
党
幹
部が
そ
うだ
とい
うこ
とが
で
き
る
ぐ
らい：：： 。

かつ
て
人
望の
あっ
た
薬
剣
英
な
ん
か
も 、
息
子（
業選
平）
が
広

東
省長
で
あ
る
と
か 、
あるい
は 、
深
川の
副
市
長
で
ある
とか 、

そ
れ
か
ら黒
竜
江
省は 、
ご
承知の
よ
うに
中ソ
関
係が
改
善さ

れ
て 、
百
万の
労
働
力がソ
連
沿
海
地
方に
輸
出
さ
れ
る
とい
うこ

とに
なっ
てい
た
わ
け
で
すが 、
そ
れ
を
聞
きつ
け
たの
か 、
数十

万
人の
人
が
黒
竜
江
省に
な
だ
れ
込ん
だ 、
こ
うい
う
現
象が
こ
の

とこ
ろ
あ
ちこ
ち
で
起こっ
てい
る 。

私
も昨
年の
夏 、
ま
さに
グ
ラス
ル
ーツ

を
歩い
て
大
変
な
思い

をした
け
れ
ど
も 、
一
回
数千
万
が
動い
てい
る
と
推
定
さ
れ
る
わ

け
で 、
汽
車に
乗る
こ
と 、
切
符
を
買
うこ
と 、
駅の
混
乱 、
も
う

本
当に
ひ
どい
もの
な
ん
で
す
ね 。

で
す
か
ら 、
そ
うい
う
現
象が
ずっ
と一
方
存在
して
きた
こ
と

を
指
摘
し
な
け
れ
ばい
け
ませ
ん
し 、
そ
うい
う
経
済の
混
乱の
中

で 、
に
もか
か
わ
ら
ず一
人
当た
りの
G
NP
が
大
幅に
伸び
て 、

中
回
全
体が一
人一
人
が
豊か
に
なっ
てい
れ
ばい
い
の
で
す
が 。

過
去
十
年
間
G
N
P
その
もの
は
成
長
してい
る
わ
け
で
すが 、
人

口
増が
こ
れ
を
上
回
る
わ
け
で 、
結
局パ
l

キャ
ピ
タの
GN
P
は

ほ
と
ん
ど
横ばい 。
僅か
な
が
ら
成
長
し
てい
る：：： 。
そ
れ
も
最

近の
イン
フ
レ
その
他
で
そ
ん
な
もの
どこ
かへ
行っ
て
し
ま
う 、

生活
は
もっ
と
苦
し
く
なっ
てい
る
とい
うの
が
平
均
的
な
中
国の

実
感だ
と
思
うの
で
す 。
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中
国
に
あ
ま
い
研
究
者
や
レ
ポ
ー
ト

中
国
人
とい
うの
は 、
平
等の
競
争
原理
の
中でマ
ネiメ
l

キ

ン
グ
を
す
る
とか 、
富
を
得
る
とい
うこ
とに
つい
て
は
意
外に
寛

一
族
全
部が
そ
うい
う
状
況 。

で
すか
ら 、
学
生た
ちに
とっ
て
は 、
越
紫
陽
も
含
め
て 、
今の

こ
の
状
況の
中で 、
幹
部の
腐敗
堕
落は
目に
余
る
じゃ
ない
か
と

い
う
あ
る
種の
正
義
感に
か
ら
れ
たこ
と
は
言
う
まで
もご
ざい
ま

せ
ん。も

の
す
ご
い
民
衆
の
移
動
現
象

そ
して一
方 、
貧
富の
差
は
増
大
して
お
る
し 、
北
京の
学
生た

ちは
そ
うい
う
特
権
を
利用
しない
限り
思
う
とこ
ろへ
も
就
職
も

で
き
ない 。
一
般の
そ
れ
以
外の
大
学の
学
生
は 、
国
家配
分に
よ

っ
て
どこへ
や
られ
る
か
わ
か
ら
ない 。

こ
うい
う
状
況
が 、
全
中
国
間市
経
済
化の
中
で
非
常に
目
立っ

てい
た
とい
うこ
と
で
す 。

そ
れ
か
ら
も
う一
つ
は 、
ご
承
知の
よ
うに 、
最
近の
中
国は 、

非
常に
民
衆の
移
動
が
激
し
く
なっ
てい
ま
す 。
こ
の
移
動の
激
し

さ
とい
うの
は 、
従
来の
閉
鎖
的
な
中
国に
な
かっ
た
新しい
動
き

で
す 。
こ
れ
は 、
ちょっ
と
で
も
あち
らに
行け
ば
利
益
が
多い
と

い
うこ
とで 、
み
ん
な
そっ
ちへ
殺
到す
る
とい
う
社
会
不
安の
反

映
な
ん
で
すね 。

ニ
ュ
ーヨ
ー
ク
タ
イムス
記
者の
報
告に
よ
る
と 、
この
旧
正
月

が
終
わっ
て 、
四
川
省 、
湖
南
省か
ら
広
東へ一
日
十
万人 、
合
計

二
百
数
十
万
人
が
押
しか
け
て 、
広
州
に
行け
ばメ
シ
が
食
え
る 、

金が
も
うか
る
と
やっ
て
き
た 。
ま
さにパ
ニ
ッ
クに
な
り
ま
した 。
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大
な
民族
で
す 。
しか
し 、
今の
中
国
を
見てい
る
と 、
一
部の
幹

部
とか 、
都
会の
周辺
で
換
金
作
物が
で
き
る
万
元
戸
とか 、
そ
う

い
う
選ば
れ
た
屑だ
け
が
ま
す
ま
す
よ
く
なっ
て
行
くとい
う
不
平

等が
あ
まり
に
もひ
どかっ
た
とい
うこ
と
が
あ
り
ま
しょ
う 。
そ

して 、
経
済
全
体は
非
常に
低い
水
準で
低
迷
し
てい
る 。
過
去
十

年
間
をと
る
と 、
台
湾や
韓
国の
成
長は 、
もの
すごい
カ
ーブ

で

伸び
てい
る
が 、
中
国は
その
点
で
非
常に
横ばい
で
あ
る 。

こ
うい
うこ
と
を
考
え 、
そ
し
て
今の
混
乱
を
考
える
と 、
こ
の

とこ
ろ
中国の
経
済
は
う
ま
く行っ
てい
た
とい
うの
は
｜｜そ
う

い
う
議論
も日
本のエ
コ
ノ
ミ
ス
トの

方に
も
あっ
たの
で
は
ない

か
と
思
う
し 、
シン
ク
タン
ク
とか 、
銀
行の
調
査
部
とか 、
そ
う

い
う
リ
ポ
ー
ト

が
多かっ
た
と
思
うが 、
私
は 、
こ
れ
は
どこ
の
国

の
こ
とか
な
と
感
ず
る
ぐ
らい
違
和
感
を
覚
え
ま
した 。

ア
メ
リ
カ
で
も 、
実
は
そ
うい
うふ
う
な
見
方が
あっ
た 。
ミ
シ

ガン
大
学のマ
イケ
ル・
ル
クセンパ
！

グ
が
『ニュ
ーズ

ウ
ィ
ー

ク』
で
も一百っ
てい
た
よ
うに 、
「ア
メ
リ
カの
中
国
研
究
者は
総
ザ

ン
ゲ
し
な
け
れ
ばい
け
ない」
：：： 。

た
しか
に
甘かっ
た
で
す
ね 。

特に
米
中
接
近
とか 、
中
国へ
の
シンパ
シ
ー

が
あ
り
ま
した
か
ら 。

私
はア
メ
リ
カ
でい
つ
も
議
論
し
てい
た 。
ど
う
して
こ
ん
なに
甘

い
の
か
と
思
う
ぐらい
甘かっ
たで
す
が 、
そ
れ
らの
人た
ちは
今

回の
事
件に
よっ
て
逆に
もの
すごい
反
発
を
し
てい
る
わ
け
で
す 。

そ
れ
か
ら 、
皆さ
ん
もお
読みに
なっ
たへ
ン
リ
｜・

キッ
シン

ジャ
ーか
ら 、
ポ
ール・

ケ
ネデ
ィ

に
至
る
まで 、
あ
あい
う戦
略

- 53 -



論
をや
る
人 、
文
明
論
をや
る
人は 、
や
は
り
大
き
なこ
と
を
考
え

る 。
私
も
大
き
なこ
と
だ
け
考、手
わ
れ
る
よ
うな
中
国で
あっ
て
ほ

しい
の
で
すが 、
非
常
に
ある
種のロ
マ
ン
の
中で
中
国
を語る
た

め
に 、
「二
十一
世
紀は
中
国の
世
紀で
あ
る」
よ
う
なこ
と
を
言っ

てい
ま
した
で
す
ね 。
そ
れは
あ
た
か
も 、
シル
クロ
ー
ド

や
万
里

の
長
域 。
つ
ま
り
文
明の
遺
産
を
見て 、
現
代の
中
国
を
推
しは
か

る
よ
うな
もの
で
あっ
て 、
現
実の
中
国社
会
とは
全
く
関
係が
な

い 。
現
実の
中
国
社
会は 、
ご
承
知の
よ
うに
日
本
列
島の
三
倍
ぐ

らい
の
有
効
居
住スペ
ース
し
か
ない 。
しか
も
農
業
人口
は
依
然

と
して八
O
V
で
す
か
ら 、
畑
を
とっ
て
お
か
なけ
れ
ばい
け
ない 。

都
市 、
及
び
その
周辺
は
もの
すごい
過
密の
状
況の
中で 、
ど
の

切
片
を
とっ
て
も 、
人 、
人 、
人
が
うご
めい
て 、
ひ
しめ
き
会っ

てい
る
よ
う
な
状
況
で
す
か
ら 、
ス
トレ
ス
が
多い
し 、
大
変
な
社

会
だ
ろ
うと
思い
ま
す
ね 。

急
ぎ
過
ぎ
か
ら
。
整
理
整
頓e

時
代
へ

だ
か
ら 、
そ
うい
う社
会の
現
実
を
見る
と 、
やっ
ぱ
り
中
国の

改
革と
開
放は 、
ど
うも
急
ぎ
過
ぎ 、
行
き
過
ぎの
幣
害が一
方
出

て
きて 、
大
変
な
混
乱
を
招い
てい
た
と
思い
ま
す 。
こ
れ
が
や
は

り
今
回の
事
態の一
つ
の
重
要
な
背
景なん
で
すFね 。

そこへ
持っ
て
きて 、
昨
年の
秋
ぐ
らい
か
ら 、
こ
れ
を軌
道
修

正
す
る
方
向
が
出て
参り
ま
し
た 。
そ
れ
は
同
時
に
越
紫
陽
氏の
リ

ーダ
ー

シッ
プ
が
後
退
した
とい
うこ
と
で
す
ね 。
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（
反
体
制
作
家） 、
こ
れ
らの
人の
釈
放
運
動
を
始め
た 。
特に五
四

運
動 、
あ
るい
は
フ
ラン
ス
草
命
とい
うこ
と
で
人
権問
題 。
そ
れ

か
ら
民主
他 。
こ
うい
う
問題
を
掲
げ
て 、
公
開
書
簡
を
発
表し
て 、

多
くの

知
識
人が
そ
れ
に
署
名
してい
ま
した 。
そ
れは 、
科
学
者

と
か 、
自
然
科
学
者
と
か 、
い
ろ
ん
なレベ
ル
の
公
開
書
簡が 、
一

月 、
二
月 、
三
月 、
一
斉に
出て 、
すべ
て
党
中
央
と
国
務
院に
向

け
ら
れ
てい
た
わ
け
で
す 。

ま
ず
か
っ
た
党
中
央
の
胡
氏
死
去
へ
の
措
置

アジア時報

こ
うい
う
背
景の
中で
胡
耀
邦が
亡
く
なっ
た 。
で
すか
ら 、
胡

耀
邦の
死は一
つ
の
きっ
か
け
では
あ
る
が 、
胡
耀
邦の
死
だ
け
で

こ
ん
なに
大
き
な
運
動が
起こっ
た
とは
思わ
れ
ない 。
私
が
申
し

上げ
た
よ
う
ない
ろい
ろ
の
不
満
な
り 、
どこ
に
火
をつ
け
て
も
燃

え
上が
る
よ
う
な
矛
盾が 、
も
う
爆
発
す
前
に
あっ
た
とい
う
気が

し
ま
す 。

．

胡
耀
邦が
亡
く
なる
｜｜こ

の
死
に
対して 、
党
中
央の
処
置は

非
常に
ま
ずかっ
た
と
思
うの
で
す 。
ご
承
知の
よ
うに
李
鵬は日

本
にい
て 、
胡
耀
邦の
死
を
完
全に
過
去の
人
物の
死
と
し
て
扱
う

よ
うな
冷たい
ス
テ
ー
トメン
ト
を
発
表
した 。
公
式日
程
が
終
わ

っ
てい
た
に
もか
か
わ
ら
ず 、
急
拠
予
定
を
変
えて 、
彼の
追
悼の

た
め
に
帰
国
す
る
な
ん
て
こ
と
も
し
なかっ
た 。
こ
の
李
鵬の
滞日

中の
発
言
も 、
学
生
を
非
常に
刺
激
し
ま
す 。

そ
して 、
四
月
十五
日
の
胡
耀
邦の
死
か
ら 、
ま
ず
中
国の
学
生 、

そ
れ
で 、
こ
の
三
月か
ら四
月
上
旬に
か
け
ての
全
国
人
民代
表

大
会
では 、
李
鵬が
中心
と
なっ
て
ご
承
知の
よ
うに

「
調
整
と
整

頓」
とい
う
名の
引
き
締め
を 、
今後
数
年
も
し
くは
さ
らに
そ
れ
以

上に
わ
たっ
て
断
行
する
とい
う非
常に
強
硬
な
決
定が
な
さ
れ
た 。

そ
れは
「
沿
海
地
区
経
済
発
展戦
略」
で
あ
る
と
か 、
ア
ジ
ア
N

I
E
S
と
リン
ク
lた

中
国の
経
済
を
考
えて
行こ
う
とい
うよ
う

な
越
紫
陽
型の
開
放
政
策は 、
も
う
影
も
形
も
ない
よ
うな
状
況
で

新しい
引
き
締め
政
策が
断
行
さ
れ
よ
う
と
してい
た 。

こ
れ
に
多
くの
中
国の
知
識
人
や
学
生は 、
「
も
うた
ま
ら
ない」

とい
う
感
じ
を
持っ
てい
た
と
思い
ま
す 。
改
革
と
開
放
をやっ
て

こ
ん
なに
混
乱
する 。
そ
し
て
しか
も 、
今
度は
引
き
締め
で
あ
る 。

そ
う
し
た
ら一
体
今度
ど
う
なるの
か 。
果た
して
そ
れ
で
う
ま
く

行
くの
か
とい
う不

安
も
あっ
た
し 、
肝
心の
政
治
改
革 、
民、主
化

も 、
こ
れ
では
と
て
もでは
ない
とい
う絶
望
感
が
あっ
た 。
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大
き
な
節
目
の
中
の
反
体
制
指
導
者
の
動
き

今
年は
ご
承
知の
よ
うに 、
中
国に
とっ
て
は 、
非
常に
注
目
す

べ
き
年
で
し
て 、
建
国
四
十
周
年 、
そ
し
て五
四
運
動七
十
周
年 、

ま
たフ
ラン
ス
革
命二
百
周
年
とい
う三つ
の
大
き
な
節
目に
当
た

り
ま
す 。

そこ
で一
月
ぐ
らい
か
ら 、
先ほ
ど
申
し
上
げ
た
方
励
之と
か 、

蘇
紹
智
とか 、
そ
うい
う知
識
人
が
中心
と
なっ
て 、
特に
今か
ら

十
年
ぐ
らい
前の 、
民
主
化の
犠
牲と
なっ
て
獄
中に
あ
る
貌
京
生

il

 

i－

－
 

J 

政
法
大
学の
学
生が
きっ
か
け
と
して
花
輪
を
捧げ
る
が 、

刺
激
き
れ
て 、
北
京
大
学の
学
生
約三
千
名が
動
く 。

そ
れ
に

郵
小
平
氏
の
「
動
乱」

講
話

こ
こ
か
ら一
つ
の
大
き
な
うね
り
が
始
ま
り
ま
す 。

四
月
十八
日 。

ここ
も一
つ
の
小
さ
な
節
目
で
す
が 、
中
南
海の
新
華
門に
学
生

た
ち
が
押
しか
け
て
官
憲と
採み
合い
ま
す 。
その
こ
と
が
また
輪

を広
げ
る 、
とい
う
よ
うな
形に
なっ
て
行
く 。

そ
し
て 、
四
月二
十
二
日
の
胡
耀
邦の
葬
儀 。
こ
れ
は
越
紫
陽
も

学
生の
期
待
通り
胡
糧
邦
を
再
評
価
した
わ
け
で
も
ない 。
で
す
か

ら 、
越
紫
陽の
限
界とい
うか 、
彼
自
身胡
輝
邦
追い
落と
しの
と

きに
は 、
都
小
平
と一
緒に
なっ
て
自
分が
あ
とが
まに
座っ
た
わ

け
で
す
し 、
学
生
と
越
紫
陽の
聞に
は
か
な
り
溝が
あっ
た
と
思い

ま
す 。
学
生た
ちは
越
紫
陽の
こ
と
も
批
判
してい
ま
した 。
そ
れ

が
最
後に
は一
体
化
する
とい
うとこ
ろ
に
今
回の
ド
ラマ
が
あ
る

わ
け
で
す 。

こ
う
し
た
形
で
運
動
が
盛り
上が
る
中で 、
四
月二
十
五
日
に
都

小
平は
「
こ
れは
動
乱
で
あ
る」
とい
う
大
変強
硬
な
講
話
を
行い

ま
す 。
（
四・
二
五
都
小
平
講
話）
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趨
氏
の
態
度
変
更
が
。
第
一

の
罪
状。

こ
の
間 、
越
紫
陽は
北
朝
鮮（
朝
鮮
民主
主
義
人
民共
和
国）
に



行っ
てい
て 、
北
京
を
あけ
る
わ
け
で
すが 、
翌二
十六
日
に
「
動

乱」
規
定の
人
民日
報の
社
説が
出
る 。
越
紫
陽に
も 、
党の
最
高

責任
者
で
す
か
ら 、
電報
で
連
絡
した 。
彼は 、
その
と
き
は
「
こ

れ
でい
い」
と
言っ
て
お
き
な
が
ら 、
四
月三
十日
に
帰っ
て
きて 、

この
態
度
を
変
更
し
た 。
そ
れ
が
越
紫
陽の 、
こ
うい
う
もの
（
人

民日
報
付
録）
を
見
る
と 、
第一
の
罪
状
に
な
る 。

こ
うい
う
形
で 、
こ
の
あ
た
り
か
ら 、
党
内の
路
線
闘
争が 、
学

生
運
動
をめ
ぐっ
て
か
な
り
激
し
く
な
る ・
今
ま
で
経
済
改
革の
失

敗の
責任
をと
ら
さ
れ
て 、
カゲの
薄く
なっ
てい
た
越
紫
陽
が 、

ちょっ
と
違っ
た
動
き
を
始め
る 。
つ
ま
り

新
しい

挑
戦
を
試み
る

とい
うこ
と
に
な
る 。

ア
ジ
ア
開
銀
総
会
で
越
氏
が
中
央
対
立
の
談
話
発
表

その
次
が
五
月
四日
で
す 。

五
月
四日
は 、
ご
承
知の
よ
うに五
回
運
動七
十
周年
記
念
で
す

が 、
この
日
は
も
う一
つ
大
き
なハ
プニ
ン
グ
が
北
京
で
あ
り
ま
し

た 。
ア
ジア
開
発銀
行の
総
会
で
す 。
皆さ
ま
方の
中に
も
関
係
者 、

あ
るい
は
行か
れ
た
方
もい
らっ
しゃ
る
で
しょ
う 。
台
湾か
らは

四
十
年ぶ
り
に
郭
嫡
容
女
史（
大
蔵
大
臣）
が
団
長と
なっ
て 、
代

表
団が
行っ
た 。
文
媛で
す
し 、
日
本
語
も
よ
くで
き
る
大
変
な
人

で
す
し 、
彼
女の
人
柄
も
あっ
て
非
常に
人
気
を
博
した 。
台
湾 、

香
港 、
あ
るい
は
東
南ア
ジ
ア
諸
国か
ら 、
多
くの
ジャ
ー

ナ
リス

ト 、
特に
華
人の
ジャ
ー

ナ
リ
ス
ト

が
行っ
た 。
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中
身
の
濃
い
中
ソ
首
脳
会
談

アジア時報

ゴ
ルバ
チョ
フ
は
五
月
十五
日
に
中
国に
やっ
て
参り 、
十六
日

の
午
前
十
時二
十
分
か
ら
都
小
平・
中
央軍
事
委
員
会
主
席との
首

脳
会
談
が
行わ
れ
た 。
この
首脳
会
談
は 、
皆
さ
ま
も
テレ
ビ
で
ご

覧に
なっ
た
と
思い
ま
すが 、
私
は
非
常に
中
身の
濃い
もの
だっ

た
と
思い
ま
す 。

冒
頭
か
ら「ル
ーマ

ニ
ア
の
チ
ヤ
ウ
シエ
ス
ク
大
統
領
を
通
じて 、

中ソ
和
解の
三
条
件
を
打
診
したの
だ
け
れ
ど
も 、
あ
な
たの
と
こ

ろ
にメ
ッ

セ
ージ

が
行っ
てい
ま
す
ね」
と
郵
小
平
が
言
う
と 、
ゴ

ルバ
チョ
フ
は
「
ちゃ
ん
と
受
け
取り
ま
した 。
私
た
ち
は
毎年一

つ
ずつ
障
害
を
克
服
して
き
ま
した」 。
つ
ま
り 、
例の
中ソ
和
解三

大
障
害は 、
私
が
か
ねて
か
ら
申
し
上げ
ま
した
よ
うに 、
西
側に

対す
る一
種の
プ
レ
ゼン
ト・
カ
ム
フ
ラ
ージュ

で
あっ
た
わ
け
で 、

中
国
側は
そ
うい
う

措
置
を
講
じ
てい
た
わ
け
で
す 。
特に 、
こ
の

五
月
十五
日 、
中ソ
首脳
会
談
に
合わ
せ
て 、
モンゴ
ル
か
らの
撤

兵が
開
始
さ
れ
ま
した 。
大
体五
万
数千
名
とい
うモン
ゴ
ル
在
巡

の
ソ
連
軍 。
私
も二
度モンゴ
ル
に
行っ
て 、
非
常にソ
連の
プ
レ

ゼン
ス
の
大
き
かっ
た
こ
と
を
党
えてい
ま
すが 、
そ
れ
を一
つ一

つ
細かい
数
字
を
あ
げ
て 、
ヘ
リコ

プ
タ
ー
と
か 、
ト
ラッ
ク
と
か 、

全
部
引
き
揚げ
る
とい
うこ
と
に
なっ
た 。
そ
して 、
こ
の一
両
年

の
う
ちに 、
（
当
初三
分の
こ）
完
全に
モンゴ
ル
か
ら
撤
兵
す
る 、

井 、

この
と
き 、
超
紫
陽
が 、
ア
ジ
ア
開
銀の
代
表に
談
話
を
発
表
し

ま
す 。
こ
れ
が
当
局
側か
ら
雷
う
と「
超
紫
陽の
第二
の
五
四
談
話」

と
言い
ま
す 。
越
紫
陽
氏
は
ここ
で
党
中
央の
決
定と
真正
商か
ら

対立
す
る
談
話
を
発
表
した 。
つ
ま
り 、

学
生た
ちの
運
動
を
評
価

した 。こ
れ
に
よっ
て
運
動が
さ
らに
新
しい
段
階
にふ
く
らん
だ 、
と

書い
て
あ
る
わ
け
で
す 。
そ
うい
う
事
態がご
ざい
ま
した 。

中
国
の
ハ
ン
ス
ト
H
絶
食
宣
言
は
特
別
な
意
味

そ
れ
に
続い
て 、
五
月十三
日
か
らハ
ン
ス
ト
に
入
る 。
ハ
ン
ス

ト
とい
うの
は 、
日
本
でハ
ン
ス
ト
をやっ
た
とい
う
と 、
「
ま
あ 、

ょ
せ
ばい
い
の
に」
と
か 、
半
ば
あ
る
穫の
政
治
的
嫌
悪
感
を
伴
う

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が 、
中
国人の
場
合 、
ハ
ン
ス
トH

絶
食
宣
言 、

絶
食間
願
因 。
こ
の
「
絶
食」
とい
う
言
葉の
持つ
意
味は 、
ま
さ

に
特殊
中
国
的
な
文
脈で
考
え
な
け
れ
ばい
け
ない
わ
けで 、
非
常

に
共
感
を
呼ん
だ 。
と
に
か
く
食べ
る
もの
に
は
貧
欲
な
中
国人に 、

若
者
が
食
を絶っ
た
とい
うこ
と
は：：： 。

そ
して
こ
の
デモ
が
広
が
り 、
同
情が
広がっ
て
行っ
た 。

その
こ
ろ
は 、
も
う
す
で
にゴ
ルバ
チョ
フ
瞥
記
長との
会
見 、

つ
ま
り 、

世
界の
ジャ
トナ
リ
ス
ト

が
千
人
以
上
集
まっ
て
く
る
こ

と
に
なっ
てい
た
か
ら 、
そ
れ
も
あっ
て 、
大
変
な
高
揚に
なっ
て

行
く
わ
け
で
す 。
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意
外に
気
付か
れ
てい
ま
せ
ん
が 、
ユ
ー

ラ
シア
大
陸の
内
部に 、

あ
る
種の
こ
うい
う
寧
事
緊
張が
あっ
た
こ
と
を
除か
れ
る
こ
と
が

もた
ら
す
北
京ア
ジ
ア
全
体に
対す
る
影
響力
は 、
か
な
り
大
きい

と
思い
ま
す 。

そ
うい
う
よ
う
な
こ
と
が
官
頭
か
ら
あっ
て 、
し
か
もこ
の
郵
小

平・
ゴ
ルバ
チョ
フ
会
談
で 、
中ソ
関
係は
完
全に
正
常
化
した 。

そ
れ
は 、
党
と
党
との
関
係
を
含
む正
常
化で
あ
る
とい
うこ
と
に

なっ
た 。

都
民
が
感
極
わ
ま
っ
た
瞬
間
の
中
ソ
和
解

考
えてみ
る
と 、
都
小
平に
とっ
て
は 、
ま
さ
に
この
瞬
間 、
本

当に
感
き
わ
まっ
た
よ
う
な
瞬
間で
あっ
た
か
も
知
れ
ない
と
思い

ま
す 。な

ぜ
な
らば 、
彼
は
中ソ
関
係に
か
か
わ
り
合っ
たの
は
非
常に

古
くて 、

一
九
五六
年の二
十
回
大
会（
ス
タ
ー
リン
批
判が
行わ

れ
た
ソ
連
共
産
党二
十
回
大
会）
に 、
周到
小
平
が
出てい
るの
で
す

ね 。
ス
タ
ーリン

の
個
人
崇
拝 、
偶
像
崇拝 、
ス
タ
ーリン

独
裁と

い
う
もの
が 、
ガ
タ
ガ
タ
と
出回
を立
て
て
崩れ
て
行
く
その
瞬
間
を

目
慾した
数
少
ない
生
き
証
人で
す 。
や
が
て
こ
れ
を
契
機に
中ソ

は
論
争
す
る 。
そ
し
て六
0
年
代の
初
頭
に
は 、
中ソ
論
争の
中
国

側
イデオロ
l

グ
と
して 、
彼
は
モ
ス
ク
ワ
に
乗
り
込み
ま
す 。
六

三
年の
夏
に 、
ス
i

スロ
フ
との
会
談
が
決
裂
して
帰っ
て
き
た
と

き
は 、
毛
沢
束 、
劉
少
奈 、
周
恩
来 、
すべ
ての
中
国
首
脳が
郵
小
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平
を凱
旋
将
軍の
よ
うに
迎
えた 。

しか
し 、
や
が
て
毛
沢
東
と
彼は
た
もと
を分かつ 。
毛
沢
東の

よ
うに 、
ソ
速
を
戦
略
的
な
敵と
み
な
して 、
全
面
的にソ
連と
対

決
す
る
こ
と
を
中
国の
最
優
先の
戦
略
だ
とい
うふ
うに
考
え
るこ

と
は
し
なかっ
た
都
小
平は 、
修
正
主
義
者
だ
と
言わ
れ
る 。
劉
少

奇 、
郵
小
平
打
倒の
運
動が
起こ
り
ま
す 。

そ
し
て 、
内
な
る
修正
主
義
を
打
倒
す
るた
め
に 、
ソ
連に
対
し

て
は
「
社
会
帝
国主
義 、
覇
権
主
義
を
徹
底
的に
粉
砕する」
とい

うい
わ
ば
文
撃
中の
対ソ
対決
路
線が
固
ま
る 。
当
時、
毛
沢
束 、

林
彪 、
こ
の
二
人の
党
主
流
派が
中
心と
なっ
て 、
ご
ゑ
知の
よ
う

に
「
人
民
戦
争の
勝
利万
歳」
を
呼
号
し 、
六
九
年の
中ソ
国
境
衝

突
に
まで
至
る 。
や
が
て
文
化
大
革
命の
中で 、
都
小
平は
再び
三

度
失脚
し 、
その
文
革の
十
年
を過
ぎて 、
よ
うや
く

非
毛
沢
東
化

を
実現
し 、
非
毛
沢
東
化と
共に
中ソ
和
解
を
実
現
した 。

で
すか
ら 、
私は 、
中ソ
和
解とい
うこ
と
を
言っ
て
きた
の
は 、

中
国の
内
政
と
外
交
との
リン
ケ
ー

ジ
の
高さ
か
ら
す
る
と 、
圏内

政
治
に
おい
て
毛
沢
東
を否
定
して
おい
て 、
毛
沢
東の
世
界
戦
略

は
正
しい
とい
うこ
と
は
あり
得
ない 。
だ
か
ら 、
その
こ
ろか
ら 、

中ソ
和
解の
可
能
性
を私
は
申
し
上
げ
ざ
る
を
得
なかっ
た
わ
け
で

す 。
そ
の
瞬
間、

広
場
は
「
郵
打
倒
」

の
百
万
人
大
衆

その
瞬
間が
ま
さ
に五
月
十六
日
に
笑っ
た 。

且－

－
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の
に 、
都
小
平は
何
と
ガンコ
な 、
しか
も
老
害
ま
る
出
しの
人
物

か 、
と 。
しか
も
彼は
超
法
規
的に
君
臨
してい
る
じゃ
ない
か 。

法
治
で
は
な
くて 、
ま
さ
に
人
治
で
あ
る 。
こ
れ
を打
倒
し
なけ
れ

ば 、
とい
うこ
と
で
「
人
治
を
打
倒し 、
法
治
を
要
求す
る」
と 。

そ
して
「
あ
なた
は一
体
何
者
だ
？」
と
言っ
た
わ
け
で
す 。
こ

れ
は
郡
小
平に
とっ
て
み
れ
ば一
番
繍い
と
こ
ろ
で
す 。
つ
ま
り
国

家主
席・
元
首で
も
ない 。
あ
るい
は
国
務
院の
総
理・
首
相で
も

ない 。
党の
書
記
長・
総
書
記
で
も
ない 。
その
郡
小
平
が 、
中ソ

首脳
会
談
すべ
て
を彼
が
牛
耳っ
た
とい
うこ
と
自
体 、
法
規に
照

らせ
ば
お
か
しい
わ
け
で
す 。
し
か
も 、
都
小
平
は 、
かつ
て
毛
沢

東の
個
人
崇
拝に
悩ん
で 、
現
行の
党
規
約
で
は 、
その
第
十六
条

に 、
「
如
何
な
る
個
人
も
組
織 、
法の
上に
君
臨
して
は
な
ら
ない」

と
書い
て
あ
る 。

そ
れ
は 、
都
小
平が
自
ら
作っ
た一
九
八二
年の
現
行
党
規
約
な

の
で
す ．
に
もか
か
わ
ら
ず 、
彼が
皇
帝型
権
力
構
造 、
伝
統
的
な

カ
リ
スマ
支
配 、
あ
る
意
味で
は
共
産
党
支
配の
党
官
僚ぷ
り
と
が

一
緒に
なっ
た
よ
うなガンコ
な
権
力
を
誇
示
してい
る
｜｜そ

れ

に
た
ま
ら
な
く
なっ
た
学
生た
ち 、
あ
るい
は
知
識
人
が
真っ
向
う

か
ら
挑
戦
した
わ
け
で
す 。

アジア時報

趣
総
書
記
の
。
機
密
漏
洩
事
件
e

とこ
ろ
が 、
こ
の
日
は
午
後 、
ゴ
ルバ
チョ
フ・
李
鵬
会
談 、
つ

まり
政
府レベ
ル
の
会
践が
あっ
て 、
夕
方か
ら越
紫
陽・
ゴ
ルパ

しか
も 、
世
界の
ス
タl 、
ゴ
ルバ
チョ
フ
も 、
都
小
平の
前
で

は 、
ま
さ
に
教
授の
前の
生
徒の
よ
うに
見
えた
ぐ
らい 。
あの
小

さ
な
郵
小
平の
方が
は
る
か
に
貫
録
を示
し
ま
した
ね 。

とこ
ろ
が 、
その
瞬間 、
ご
承
知の
よ
うに 、
広
場に
は
百
万
以

上の
群
衆が
集
まっ
て
「
郡
小
平
打
倒」
を叫び
始め
た 。
郵
小
平

と
して
は 、
労
をね
ぎ
らつ
て
もらっ
て 、
彼
自
身は 、
中ソ
和
解

が
成り
立っ
た
ら 、
い
よい
よ
引
退だ
とい
うふ
うに
考
えてい
た

と
思い
ま
す 。

毛
沢
東と
郷
小
平の
違い
は 、
私
は
よ
く
申
し
上げ
ま
す
よ
うに 、

毛
沢
東は
時
聞の
政
治
学
とい
う

概
念が
なかっ
た 、
都
小
平はい

つ
も時
間とい
う
もの
を
考、えて
政
治
をやっ
て
きた
人
で
すか
ら 、

恐
ら
く

「こ
れ
を
最
後に」
と
思っ
てい
た
で
しょ
う 。

と
こ
ろ
が 、
あ
に
は
か
ら
ん
や 、
広
場の
大
衆は
「
郵
小
平ひ
き

下
が
れ」「
郵
小
平
打
倒」
と
呼
号
して 、
騒
然た
る
状
況に
なっ
て

きた 。
しか
も 、
中ソ
首脳
会
談の
場
所
もあ
ちこ
ち
変
え
な
れ
ば

な
ら
ない
とい
う
状
況 。
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「
あ
な
た
は
一

体
何
者
だ
？
」

と
群
衆

こ
れ
は
郵
小
平
に
とっ
て
は
全く
許せ
ない
こ
と
で
あ
る 。
ま
す

ま
す
「
彼
らは
動
乱で
あ
り 、
反
革
命
分
子
だ」
とい
うふ
うに
考

え
る 。一

方 、
学
生た
ち
は 、
郡
小
平とゴ
ルバ
チョ
フ
を比べ
て
み
る

と 、
片
方
はペレ
ス
トロ
イ
カ 、
民主
化の
旗
手
で
あ
る 。
そ
れ
な

1It－－A
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チョ
フ
会
談
が
あり
ま
す 。

こ
の
こ
ろ
は 、
予
定
さ
れた
人
民大
会
堂
で
会
談
が
で
き
な
くて 、

釣
魚台の
迎
賓
館で
や
ら
ざ
る
を
得
ない 。
そ
ん
な
状
況に
なっ
て

騒
然と
してい
た 。

こ
の
と
きに 、
組
紫
陽・
総
書
記の
「
機
密漏
洩
準
件」
とい
う

の
が
起こ
る 。
こ
れ
は 、
今
回の
こ
うい
う公
式文
献で
も 、
さっ

きの
ア
ジ
ア
開
銀の
「五
四
談
話」
に
次い
で 、
大
変
な
罪
状の一

つ
に
今
後
取り
上げ
ら
れ
る
で
しょ
う 。

今
回 、
中
国は 、
中
央電
視
台
が
各
首
脳
会
談の
冒
頭
部
分
を 、

当
初
十
分
間と
言っ
てい
た
が 、
実
際
に
は
十
数
分
放映
した
わ
け

で
す 。
その
瞬
間
をと
ら
えて 、
こ
と
もあ
ろ
うに
越
紫
陽
は 、
党

の
最
高
機
密
を
漏
ら
した
わ
け
で
す 。

何と
言っ
た
か
とい
うと 、「
郡
小
平氏は一
昨
年の
十
三
期一
中

全
会（つ
まり
中
央
委
貝
会）
以
来
引
退
し
ま
した 。
しか
し 、
わ

れ
わ
れ
は
郵
小
平氏の
経
験 、
その
指
導か
ら
逃れ
ら
れ
ませ
ん」

とい
うこ
と
を
言い 、
そ
して
「
こ
れ
は
あ
なた
に
初め
て
打
ち
明

け
るこ
と
！｜ニ
ュ
ース

（
消
息）

l！で
すが：：：」
と
言い
ま

した 。
消
息（
シ
ヤ
オ
シ
l）
とい
う
言
葉
が 、
私
に
は
聞こ
え
ま

した 。
た
また
ま
その
問 、
私
は
NH
Kの
衛
星
放
送の
解
説
をや

っ
て 、
リ
ア
ル
タ
イム
で
ずっ
と
見てい
ま
した
か
ら 。

つ
ま
り「
すべ
ての
中
国に
お
け
る
重
要
事
項の
決
定は
郡
小
平

氏
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
てい
るの
だ」

l｜そ
うい
うこ
と
を
雷っ
た
わ

け
で
す 。
しか
も
目頭
か
ら
そ
れ
を
雷っ
た 。
ゴ
ルバ
チョ
フ
氏
は 、
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その
瞬
間 、
上
を
向い
た
り 、
下
を
向い
た
り 、
目
をパ
チ
ク
リ
し

てい
た 。

趣
総
書
記、

最
後
の
決
戦
に
出
る

私
は 、
自
分が
解
説
した
こ
と
も
あっ
て 、
そこ
の
部
分
をビ
デ

オ
で
も
う
何
回
も
よ
く
見てい
るの
で
すが 、
こ
の
と
き
越
紫
陽
は 、

顔を
上
げ
て一一
うわ
け
に
はい
か
ない 。
ゴ
ルバ
チョ
フ
の
方
を
見

てい
る
わ
け
で
は
ない 。
ま
さ
に
伏
し
目が
ち
に
その
機
密を
漏
ら

し
な
が
ら 、
最
後に
非
常に
挑
発
的 、
挑
戦
的に 、
左コ
ブ
シ
をこ

う
上
げ
て（
手
銀
り）
こ
れ
を
言っ
てい
る
ん
で
すね 。
とい
うこ

と
は 、
と
に
か
く
彼
は
追い
つ
め
ら
れ
てい
た
し 、
そ
して
学
生
運

動の
評
価
をめ
ぐっ
て
も 、
意
見が
対立
してい
た 。

と
こ
ろ
が 、
広
場に
は 、
百
万の
大
衆
が
「
郵
小
平
打
倒」
を
叫

ぴ
始め
た 。
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り 、
い
わ
ば
最
後の
決
戦
に
出た
ん
だ

ろ
う
と
思い
ま
す 。
彼
は
こ
こ
で
郵
小
平
と
完
全に
決
別 。
こ
れ
が

大
変
な
問
題
を
引き
起
こ
し
ま
す 。

そ
して
学
生た
ち
に 、
その
こ
と
が
伝わっ
て：・ 。
つ
まり 、
テ

レ
ビ
を
通じ
てゴ
ルバ
チョ
フ
に 、
あ
るい
は
広
場の
大
衆に 、
全

世
界に 、
口頭
部
分の
＋
数分
放映
す
る
とい
うこ
と
を
意
識
して 、

越
紫
陽
が
そ
れ
を
雷っ
た
とい
う
ドラマ 、

で
す
ね 。

こ
れ
はの
ち
に 、
越
紫
陽
は
都
小
平
を
放り
出
そ
うと
したの
だ

とい
うふ
うに 、
こ
こ
（
人
民日
報
付
録）
に
書い
て
あ
り
ま
すけ

れ
ど
も 、
こ
うい
うこ
と
が
ご
ざい
ま
して 、
そ
して
十七
日
はゴ

、1lJI－－γ10・

4・， 

ま
し
だ
け
れ
ど
も 、
その
実
態が
な
か
な
か
わ
か
ら
ない 。
私
も
も

ち
ろ
ん
わ
か
り
ませ
ん 。
日
本で
中
国の
箪
事
問
題
をやっ
てい
る

方々
も 、
実は
本
当の
とこ
ろ
は
わ
かっ
てい
ない 。
わ
かっ
てい

ない
とい
うの
は
当
然
な
ん
で
す 。

こ
うい
う
もの（
壁
新
聞の
写
し
を示
しな
が
ら） 、
こ
れ
は
か
な

り
信
温
性が
あ
る
と
思い
ま
すが 、
こ
れ
に
よる
と 、「
政
府
は 、
胡

綿
邦に
対し
て
深
甚
な
る
哀
悼を
表
す
る
た
め
に 、
保
定にい
る
三

十八
策 、
こ
れ
を
きの
う
見た 。（
とい
うこ
と
は 、
三
十八
箪の
幹

部
が二
十二
日
の
胡
耀
邦の
葬
儀に
出
席した
とい
うこ
と
で
す） 。

三
十八
軍
を
追
悼会
に
参
加さ
せ 、
同
時
に
五
四
運
動の
七
十
周年

記
念の
行
事に
参
加
さ
せ
る
よ
う
準
備
してい
る 。」

そ
して
〔
付〕
と
して 、

アジア時報

北京大学にはりt却された38.行

動を書いた壁新聞

ル
パ
チョ
フ
は
午
前
中 、
万
里の
長
城だ
け
は
行っ
た 。
しか
し
故

富
博物
院は
見るこ
と
が
で
き
ない 。「
中
国に
行っ
た
ら 、
あの
偉

大
な
中
国
文
化に
肌で
接したい」
と
言っ
てい
たゴ
ルバ
チョ
フ

は 、
つい
に
北
京の
紫
禁
城に
も 、
あ
るい
は
天
安
門
広
場に
も
足

を一
歩
も踏
み
入
れ
ら
れ
な
かっ
た 。
翌
十八
日 、
上
海に
寄っ
て 、

モス
クワへ
帰り
ま
す 。

亀
裂
が
深
化
し
た
北
京
中
枢

その
あた
り
か
ら 、
ま
す
ま
す
中
国の
北
京の
中
枢
は
非
常に
亀

裂が
深
化
して
き
ま
す 。

十八
日
の
夜か
ら
十
九
日
の
早
朝
に
か
け
て 、
越
紫
陣聞
はハ
ン
ス

ト
学
生
を
見
舞い 、
広
場に
降り
て
行っ
て 、「
自
分
が
こ
こへ
来
る

の
は
遅過
ぎた 、
あ
な
た
方の
言
うの
は
当
然だ」
とい
っ
て 、
彼

は
感
涙に
むせ
ぶ 。
そ
れ
以
来 、
越
紫
陽
は
行
方
不
明で
す 、
今日

まで 。
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そ
うい
う
ドラマ

が
あっ
た
わ
け
で
すが 、

も
う一
つ
の
問
題が
出て
き
ま
す 。

」
の
あた
り
か
ら

壁
新
聞
に
見
る
三
＋
八
軍
の
性
格

こ
れ
は 、
北
京の
窓の
動
きだ
と
思い
ま
す 。

ここ
に 、
壁
新
聞の
写
しが
ご
ぎい
ま
す 。
北
京
大
学に
張り
出

さ
れ
た
四
月二
十
三
日
の
壁
新
聞に
は 、
こ
うい
うこ
と
が
書い
て

あ
り
ま
す 。
ご
承
知の
よ
うに三
十八
箪
と
か 、
二
十
七
寧
と
あ
り

「三
十八
箪
は 、
共
産
党の
最
精
鋭の
王
牌（
ワ
ンパ
イ
個目切
り

札）
の
軍
隊
で
あっ
て 、
万
歳
寧の
呼
称を
持っ
てい
る 。
抗
米
援

朝
戦
争の
と
きに
は
嚇々
た
る
功
績
をた
て
た」
とい
うふ
うに
書

い
て
あ
るの
で
す 。

こ
れ
は
ど
うい
うこ
と
か
とい
うと 、
三
十
八
寧
は 、
軍
近
代
化

め
中で
も 、
最
も
機
械
化さ
れ 、
技
術
化
さ
れ
た
精
鋭
な箪
隊
な
ん

で
す 。
首
都
北
京一
帯を
轡
様 、
管
備
す
るの
が
目
的で
す 。

こ
こ
に
書い
て
あ
る
よ
うに 、
朝
鮮
戦
争で
す
か
ら 、
本
来
は
林

彪
系の
（
彰
徳
懐に
司
全
官が
変わ
る
が）
部
隊
で
あっ
て 、
か
つ

て
毛
沢
東に
非
常に
功
債
が
あっ
た
とい
うこ
と
で
「
万
歳
軍」
と

い
う
呼
称
を
与
え
ら
れ
た 。
こ
の
三
十八
寧
は一
九
八
五
年か
ら
始

ま
る
悠の
近
代
化に
おい
て
も 、
一
つ
の
モ
デ
ル
寧と
して
整
備
さ

れ
る
わ
け
で
すが 、
その
三
十八
箪が 、
胡
縮
邦
を
追
悼し 、
五
四

運
動七
十
周
年
記
念
を
祝
う
そ
うい
う
部
隊
な
ん
で
す 。

こ
うい
う
部
隊だ
とい
うこ
と
は 、
三
十八
軍
とい
う
もの
の
性

格
を
表
してい
る 。
同
時に 、
北
京の
状
況
が
よ
く
わ
かっ
てい
る 。

そ
して
自
分
た
ちの
子
弟
もデモ
の
中にい
る
じゃ
ない
か 、
そ
う

い
う
形
で
す
ね 。

私の
と
こ
ろ（
東
京
外
国
語
大
学）
の
留
学
生に
「
お
母
さ
ん
は

社
会
科
学
院で
デ
モ
に
行
き 、
お
父
さ
ん
は
取り
締
る
方だ」
なん

てい
う切
実
な
例
が
あり
ま
した
が 、
そ
うい
う
こ
と
が 、
わ
かっ

てい
ま
す 。

そ
して 、
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こ
の
三
十八
軍
は 、
ゴ
ルバ
チョ
フ
の
警
備に
は
万
全



を
尽
く

す 。
と
こ
ろ
が
彼が
十八
日
に
帰っ
て
か
ら 、
学
生
を
排
除

す
るこ
と
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
に 、
彼
らは
そ
れ
に
抵
抗
した
とい

う
問
題が
出て
く
る 。

こ
れ
が
例の「三
十八
箪の
抗
命
問
題」 。
都
小
平は 、
軍の
統
帥

権
を一
応
持っ
てい
る
わ
け
で
すか
ら 、
彼に
とっ
て
は
大
変
なこ

と
で
す 。
し
か
も一
番強い
軍
隊
で
す 。

長
老
た
ち
が
局
面
を
支
配
し
た

郡
小
平は 、
十
九
日
午
前
中に
政
治
局会
様 。
毎日
の
よ
うに

政

治
局会
識が
聞か
れてい
る
よ
うで
す 。
都
小
平の
中
南
海の
家で

も
開か
れてい
る 。
午
後四
時
とい
う
説と 、
八
時
とい
う
説が
あ

る 。政
治
局
員とい
うの
は 、
今 、
五
人の
メンバ
ー

で
す 。
越
紫
陽

と
胡
啓
立の
二
人が
失
脚
し 、
銚
依
林と
李
鵬 、
そ
して
喬石
が 、

初め
は
あい
まい
で
あっ
た
が 、
最後
に
は
強
硬
派
に
組
し
ま
す 。

で
す
か
ら 、
最後の
最後
ま
で
政
治
局の
中だ
け
をと
り
ま
す
と 、

半々
に
分
か
れ
る 。

そこへ
長
老た
ち
が
全
部入っ
て
きた 。
今
回い
か
に
中
国で
は 、

長
老の
貢
献が
大
き
かっ
た
か
とい
うこ
と
を強
調
してい
る
わ
け

で
す 。
オ
ール
ド・
レ
ッ
ド・

ア
lミ
ー

が
やっ
ぱ
り

局
面
を
支
配

した 、
とい
う
感
じ
で
す 。

こ
の
十九
日

｜｜戒
厳
令が
出
る
前の
日
な
ん
で
すけ
れ
ど
も
｜

｜そこ
ま
での
間に 、
公
式の
資
料に
よっ
て
もそ
うで
す
し 、
わ

．
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れ
わ
れ
が
得てい
た
情報
で
も
そ
うで
す
が 、
越
紫
陽
が
宣
戦
布
告

を
して
か
ら 、
ガ
タガ
タ
と
国
務
院 、
党
中
央
軍
事
委
員会 、
人
民

解
放軍の
中の
総
後
勤
部
｜｜

総
後
動
部だ
け
は
楊
尚
昆系
統
で
は

ない
よ
うで
す 。
越
南
起
が
部
長
で
して 、
遅浩田・
総
参謀
長（
楊

尚
昆の
娘
婿） 、
楊白
球・
軍
総
政
治
部主
任（
楊
尚
昆の
実弟） 、

み
ん
な
楊
尚
昆の一
族
で
すが：：： 。
越
南
起
とい
う
人は
朝
鮮
族

で
す
か
ら 、
楊
尚昆の一
一族で
は
ない
と
思い
ま
す 。
そ
うい
う
と

こ
ろ
が 、
次々
に
抵
抗
とい
うか 、

越
紫
陽
に
加
担
して
行
くわ
け

で
す 。，

ニ
つ
の
司
令
部e

が
で
き
る
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そ
して 、
ガ
タガ
タ
と
状
況
が
崩
れて
行っ
た 。
こ
れ（
人
民日

報
付
録）
に
よ
る
と 、
国
務
院の
中に
も 、
十
数の
部（
省）
は 、

国
務
院か
ら
離
脱
して

新
しい
国
務
院
を
作ろ
うと
し
た
と
か 、
北

京
市に
新
しい
市
政
府
を
作る
準
備
委
員会が
で
き
た
と
か 、
現
在

の
政
府
を
打
倒して 、
新
しい
政
権 、
二
重
政
権
状
況
が
生
ま
れ
る 、

ま
さ
に

8二つ
の
司
令
部。
で
あっ
た
とい
うこ
と
が
官わ
れてい

ま
す 。
そ
れ
は 、
詩
強は
あ
る
に
せ
よ 、
ど
う
も
そ
うい
う
状
況
が

あっ
た
と
思い
ま
す
よ 。

と
に
か
く

表
は
デ
モ
で騒
然
と
してい
る 。
ひょっ
と
す
る
と 、

ま
さ
に
食
うか 、
食わ
れ
る
か
で 、
郵
小
平 、
李鵬
が
や
られ
る
か

も
知
れ
ない
とい
う危
機
感が
あっ
た 。

部
小
平は 、
十九
日
か
ら
武
漢に
行っ
てい
る
とい
う
説が
有
力

アジア時報
で
す 。
三
十
八
寧は
当
然 、
北
京
軍
区に
属
す
る
わ
け
で
すか
ら 、

北
京
軍
区
以
外の
軍
区
｜｜

北
京
軍
区
も
行っ
た
とい
う
説と
そ
う

で
ない
とい
う
説が
あ
る
が

｜｜すべ
て
を
呼び
集め
て 、
叱
陀
激

励
を
して 、
「オ
レ
が
軍
を
握っ
てい
るんだ」
とい
うこ
と
を
言い

張っ
た
わ
け
で
す 。

い
ず
れ
に
して
も 、
その
十九
日
に 、
そ
うい
う
形に
ギ
リ
ギリ

の
と
こ
ろ
で 、
結
局
楊
尚
昆・
軍
事
委
員会
副
主
席が
出て
きて 、

郡
小
平の
強い
意
向だ
とい
うこ
と
で
徹
底
鎮圧
を
決め
る 。

そ
して 、
その
と
きに（
中
国
当
局の
説明
で
す
と） 、
越
紫
陽
は

「
あ
なた
方
と
は
やっ
て
行け
ない
か
ら」
と
辞
表
を
出
した 。
そ

れ
に
対
して 、
李
鵬
や楊
尚昆
は 、
「
何で
辞
表
を
出すの
か 。
こ
れ

は
ま
さ
に
人
民の
前
に 、
全
党の
前
に 、
党の
中にニ
つ
の
司
令
部

が
あり 、
党が
分
裂
してい
る
こ
と
を示
す
もの
だ 。
辞
表
を
撤
回

せ
よ 、
と
言っ
た」
とい
う
ん
で
す
ね 。

そ
した
ら 、
組
紫
陽
は
次
に「三
日
間
休暇
をく
れ 、
と
言っ
た」

とい
うん
で
す
ね 。

だ
け
れど 、
そ
れ
はど
こ
ま
で
信
じ
ら
れ
る
か 。
実
際
に
は 、
越

紫
陽
が
も
う
動
き
が
と
れ
な
く
なっ
た 、
一
種の
軟
禁状
態に
陥っ

た
んだ
ろ
うと
私
は
思い
ま
す 。

こ
の
当
局の
記
事（
人
民日
報
付
録）
に
よる
と
「三
日
間
休暇

をく
れ
と
言っ
て 、
三
日
済
んだ
ら 、
今
度は
趨
紫
陽が
自分
を
中

心
と
した
政
府
を
打ち
立て
るつ
も
りだっ
た
ん
じゃ
ない
か」
と

い
うこ
と
を
言っ
てい
る
わ
け
で
す 。

い
ず
れ
に
して
も 、
そ
うい
う一
種の
き
わ
どい
二
重
政
権状
況

がガ
タ
ガ
タ
と
急
速に
出て
きた 。
そ
れ
で 、
最後
は
や
は
り
越
紫

陽が
動
き
が
と
れ
な
く
なっ
ちゃっ
た
と
思い
ま
す 。

最
後
の
カ
ケ
に
出
た
越
紫
陽
氏

ちょ
うど
そ
れ
は 、
あた
か
も
毛
沢東が
亡
く
なっ
て 、
服
襲期

間が
明
け
る
前日
に 、
撃
国
鋒が
四
人
組
をつ
か
ま
えた 。
っ
か
ま

えた
か
ら
「
四
人
組」
に
な
る
わ
け
で 、
そ
れ
ま
で
は
「
四
人
組」

な
んて一言
葉も
な
かっ
た 。
逆に 、
あの
と
きに
「
四
人
組」
が
筆

国
鋒
をつ
か
ま
え
れ
ば 、
情
勢は
逆
転
し
てい
た
とい
う
よ
う
な
状

況
が
権
力
中
枢に
あっ
た 、
とい
うこ
と
で
すね 。

こ
こ
に
至っ
て 、
言っ
てみ
れ
ば 、
越
紫
陽
が
最後の
カ
ケ
を学

生
運
動に
彼が
加
担
し 、
あるい
は
そ
れ
を
利用
し 、
そ
れ
と一
緒

に
な
る
こ
と
に
よっ
て 、
非
常に
シ
リ
アス
な
状
況
が
出て
き
たの

だ
ろ
うと
思い
ま
す 。
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も
た
つ
い
た
戒
厳
令
施
行

午後
十一
時（
日
本時
間同
十時）
か
ら 、
北
京の
党 、
軍 、
政

の
緊
急
大
会が
聞
か
れ
る 。
そ
れ
は
も
うテレ
ビ
に
も
出てい
る
わ

け
で 、
そこ
で
李
鵬が
徹
底
鎮圧
を
指示
して 、
午前
零時、
戒
厳

令が
布か
れ
そ
うだ
とい
うこ
と
に
な
る 。

と
こ
ろ
が 、
不
思
磯とい
うか 、
戒
厳
令が
布か
れ
そ
うだ
とい

うニュ
ース

が
前
夜
す
で
に
漏
れてい
た 。
とい
うこ
と
は 、
中
国



の
中が 、
分
裂
し
てい
て 、

あっ
た
わ
け
で
す 。

実際
に
戒
厳
令が
出たの
は 、
五
月二
十日
午前
十
時 、
こ
こ
ま

で
も 、
か
なり
時
聞が
か
かっ
てい
る
わ
け
で
す 。
こ
れ
は 、
私
は 、

か
な
りい
ろ
ん
な
抵
抗が
あっ
た
と
思
うの
で
す 。

戒
厳
令が
施
行
さ
れ
た
に
もか
か
わ
ら
ず 、
ご
承
知の
よ
うに
軍

が
動か
な
かっ
た 。
本
来 、
戒
厳
令
を
出
した
ら 、
一
斉に
あの
く

らい
の
学
生た
ち
ーー
も
う
十八
日
を
過
宏、
る
と 、
学
生の
数は
少

な
く
な
る 、
ゴ
ルバ
チョ
フ
が
帰り
ま
した
か
ら
11を

排
除を
す

るの
は
容
易
なの
に 、
そ
れ
は
動か
な
かっ
た 。

意
識
的に
外
部に
リ
ー
ク
す
る
動
き
も

六
日
目
に
や
っ
と
戒
厳
軍
令
を
支
持

今
回の
動
き
を
見てい
る
と
｜｜私

は
匁の
こ
と
は
あ
ま
り
詳
し

く
ない
の
で
す
が 、
常
識
的に
見て三
十
八
箪
と
か 、
北
京
衛
成
区

の
部隊
が 、
や
は
り
学
生と
しょっ
ちゅ
う

接し
てい
る
し 、
こ
れ

らが
や
は
り
抵
抗し
たの
だ
ろ
う
と
思い
ま
す 。

何
と 、
北
京
軍
区が
最後
的に
戒
厳
令
を
支
持
す
るの
は 、
戒
厳

令
施
行
後の
二
十
五日
で
すか
ら六
日
固
な
ん
で
す
ね 。
こ
れ
は
非

常
に
深
刻
な
問
題
と
思い
ま
す 。
つ
ま
り 、
北
京
軍
区
とい
うの
は 、

全
体
的に一
番
開明
的
な
軍
隊
で
あっ
て 、
今の
ど
ち
らか
とい、7

と
改
草
派に
加
担
す
る
人た
ちが
多かっ
た
は
ず 。
その
主
カ
で
あ

る
三
十八
軍
が
そ
う
で
あ
る 。

そ
こ
で
結
局 、
郵
小
平や
楊
尚
昆は 、
二
十
七
軍
とい
う
あの。私

2；2・
Fて
1Fa
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兵砂
の
よ
う
な
箪
隊
と一
一緒に
なっ
て
事
態
を
打
開
した 。
そ
うい

うの
が
大
体の
ス
ト
ーリ
ー

な
ん
で
す
ね 。

血
の
日
曜
日
事
件
の
前
ぶ
れ

都
小
平
は 、
五
月三
十日 、
ちょ
うど
か

民主の
女
神H
が
打
ち

立
て
ら
れた
日
に 、
「
流
血
を
辞
さ
ず 、
徹
底
的
鎮
圧
をせ
よ」
と
命

令
し
てい
る
そ
う
で
す
が 、
そ
れ
が六
月
四日
につ
な
が
り
ま
す 。

六
月四日
の
事
件が
起こ
る
前
に 、
一
種の
挑
発
行
動み
たい
な

の
が
あっ
て 、
箪の
ジ
l

プ
が
暴
走 、
市
民 、
学
生
を
な
ぎ
倒
し
て

数
人の
死
傷
者
を
出
す 。
こ
れ
に
よっ
て
学
生た
ちが
激
高す
る 。

その
あた
り
か
ら 、
六
月
四B
の
血の
日
明日
が
で
き
や
すい
よ
う

な
状
況
に
な
る 。

ちょっ
と
状
況
説明
が
長
く
なっ
た
け
れ
ど
も 、
そ
れ
は
こ
うい

う
もの
（
人
民回
線
付
録）
を
見なが
ら 、
私
もわ
か
ら
ない
とこ

ろ
が
だ
ん
だ
ん
解
明
で
きた
もの
で
すか
ら 。
恐
ら
くこ
れ
は
皆さ

ん
も
初め
て
で
は
ない
か
とい
う
気が
し
ま
す 。

そ
うい
うこ
と
に
なっ
て
あ
あい
う
事
態に
なっ
た
とい
うこ
と

を
考
える
と 、
や
は
り
か
な
り
深
刻な
状
況
で
あ勺
た
と
思い
ま
す 。
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な
ぜ
三
千
の
学
生
排
除
に
大
軍
を
動
か
し
た
か

最後
に
は 、一二
千
人
しか
残っ
てい
ない
学
生
を
排
除す
るの
に 、

な
ぜ
十
万の
兵
力が
必
要だっ
たの
か 。
ア
メ
リ
カの
衛星
放送 、

日
本の
防
衛
庁
あた
り
もみ
ん
なつ
か
ん
でい
る
わ
け
で
すが 、
約
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三
十
五
万の
寧
が
北
京周辺
にい
た
ん
で
す
ね 。
な
ぜ三
千
人の
学

生
を
排
除す
るの
に 、
三
十
五
万の
箪
が
必
要だっ
た
の
か 。
い
ざ

と
な
れ
ば 、
衛
成
区の
部隊
と
か 、
ゐるい
は
人
民武
装
警

祭｜｜

こ
れ
は
約百
万
人い
ま
す
l！lそ

れ
で
や
れた
は
ず 。
かつ
ての
天

安
門事
件の
と
き
も
徹
底
的
な
抑圧
が
あつ
だ
け
れど
も 、
あの
と

き
は
民
兵
と
武
装
警
察 、
公
安が
やっ
てい
る 。
こ
れ
で
済ん
じゃ

う
わけ
で
す 。

そ
れ
が 、
ま
さ
に正
規
軍
が
動い
た
とい
うこ
と
は 、
今日の
中

国に
おい
て 、
そ
れだ
けの
状
況
が
あっ
た
とい
うこ
と
で
す 。
こ

の
辺
を
よ
くつ
か
ん
で
お
く
とい
うこ
と
は 、
や
は
り
中
国の
将
来

を
考
える
う
え
で一
つ
の
示
唆に
な
るの
で
は
ない
か 。

悪
循
環
で
経
済
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
る

アジア時報

こ
うい
う
状
況
を
考
えま
す
と 、
か
な
り
状
況
は
深
刻
で
あっ
た 。

そ
し
て 、
果た
し
て
こ
れ
か
ら
中
国が
やっ
て
行け
る
か
ど
うか
と

い
う
問
題
で
す 。

ま
ず一
つ
は 、
財
政
問
題が
ご
ざい
ま
す 。
国
家
財
政は 、
た
だ

で
さ
え
赤
字で
す 。

次に 、
引
き
締め
をや
る 。

そ
れか
ら 、
さっ
きの
「
四
通公
司」
とか 、
新
しい
新
興企
業

をみ
ん
な
摘
発
し
よ
う
と
し
てい
る 、
大
体
そ
れ
は
改
革
派
で
すか

pり 。とい
うこ
と
に
な
る
と 、
果た
して
税
金が
納ま
るの
か 。

企
業か
ら
も

の
個人
は 、
八百
元
以
上だ
と
税
金
を
払い
ま
す
し 、

税
金
を
と
り
ま
す 。
そ
れ
が
大
きい
わ
け
で
す 。

引
き
締め
を
やっ
て 、
一
体
国
家
財
政
が
ど
う
な
るか 。
また
そ

れ
が
で
き
な
く
なっ
て 、
人
民元
を
発
行
す
るん
じゃ
ない
か；：： 。

H
打
ち
出の
小
槌e
で
すか
ら 。

こ
うい
う
悪
循
環
を
す
る
と 、
経
済
は
ま
す
ま
すひど
く
な
る
と

思い
ま
す
ね 。

そ
れ
か
ら
も
う一
つ
は 、
一
九
九
O
年
ぐ
らい
に
な
る
と 、
私が

見
てい
る
とこ
ろ 、
推
計
四百二 、
三
十
億
米
ドル

の
外
債
を返
済

し
てい
か
なけ
れ
ば
な
ら
ない 。

今の
とこ
ろ
貿
易
収
入
に
対す
る
外
債の
比
率とい
うの
は 、
ラ

テン
ア
メ
リ
カの
よ
うに
はひ
ど
くは
な
く
て 、
ま
あ
ま
あの
と
こ

ろ
で
す
が 、
こ
れか
ら
対
外貿
易
も
縮
小
す
る
で
しょ
う 。
そ
う
す

る
と 、
こ
の
借
金
をど
う
やっ
て
返
すか 。

円
借
款は 、
今
は
ニ・
五パ
ー

セン
トの

利
子
で
す 。
この
間
ま

で
は
三・
五
ぐ
らい
が
あ
り
ま
し
た 。
非
常に
優
過
金
利で
すけ
れ

ど
も 、
そ
れ
に
したっ
て
利
子
がつい
てい
る 。
その
た
め
に
外
貨

をど
う
す
るか 。
そ
うい
う
点
で
も 、
私
は
非
常に
展
望が
暗い
と

思い
ま
す 。
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膨
大
な
失
業
者
問
題

般

も
う一
つ
は
失
業
問
題 。
今 、
私
は
数千
万の
失
業
者
が
出
てい

る
と
思い
ま
す 。
こ
の
失
業
問
題
をど
う
す
るの
か 。
等々
の
こ
と
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を
考、え
る
と 、
経
済
を
引
き
締
め
た
か
ら
といっ
て 、
その
ま
ま
順

調
に
行
く
とい
う

保
障は
ない 。
ま
す
ま
す
間
際
環
境が
厳
しく
な

る
等々
の
問
題が
出て
おっ
て 、
や
は
り
中
国は
大
変
なこ
と
を
し

て
し
まっ
た 。

香
港
は
九
七
年
に
は
廃
撞
に
？

特に
香
港は 、
今ご
承
知の
よ
うに 、

パ
ニ
ッ
ク
に
陥っ
てい
ま

す 。
デ
l

ピッ
ド・

ウ
ィル
ソ
ン
総
統回に
よ
る
と 、
昨
年は
四
万
五

千
人が
海
外へ
流
出
した
とい
う 。
中
間
管理
職 、
弁
鑓士 、
医者 、

ビ
ジ
ネスマ
ン 、
そ
うい
う
香
港の
発
展を
支
えた
人た
ちが 、
毎

月
数千
名の
規
模
で
出てい
る 。
一
九
九
七
年
ま
で
に
百
万
人
出
る

と一言
わ
れ
てい
る 。
同
時
に 、
今 、
香
港は 、
サッ
チャ
l

首
相
や 、

香
港
を
訪
れ
たハ
ウ
外
相に
対
して 、

三
百二
十
万
人
と
雷わ
れ
る

：：・
香
港は
属
地
主
義で
すか
ら 、
そこ
でパ
ス
ポ
ー
ト
を
とっ
た

人た
ち
が 、
イ
ギリス
に
居
住
さ
せ
て
く
れ：：：
こ
うい
う
問
題が

出て
きてい
る 。

そ
れ
か
ら
香
港の
経
済
人は 、
J一
ュ
l

香
港8
をオ
ース
ト
ラ
リ

ア
の
ノ
l

ザ
ン
テ
リ
トリ
！の

ダ
｜

ウ
イン
の
近くに
作る 、
と 。

オ
ー

ス
ト
ラ
リア
とカ
ナ
ダ
は 、
こ
の
際
中
国
を
非
常に
厳し
く
見

てい
ま
して 、

大
使
も
百
喚し
ま
した 。

従
来 、
アメ
リ
カ
以
上に

親
中
国
的
な
政
策
を
とっ
てい
た
その
カナ
ダ
や 、
オ
ース
ト

ラ
リ

ア
が
そこ
ま
で
香
港の
こ
と
を
考、えてい
る 。

とい
うこ
とに
な
る
と 、
ひょっ
と
す
る
と 、
香
港は 、
中
国に

帰る
と
きに
は
廃
媛に
なっ
てい
る
か
も
知
れ
ない
とい
うこ
とが

ご
ざい
ま
す 。

台
湾
の
。
社
会
反
攻
。
。
経
済
反
攻e

そ
れか
ら
台
湾は 、
こ
の
間
私
行っ
て
参り
ま
して 、

李
登
輝
総

統
と
もお
会い
して
き
だ
が 、
台
湾は
ちょっ
と
違い
ま
す 。
も
う

六
十
万
人
も
大
陸
近
親
訪
問が
続い
てい
る
し 、
その
血
縁 、
地
縁

の
ネッ
ト
ワ
ー
ク
で
今
もの
すご
く

成
功
してい
る
台
湾
経
験
を 、

大
陸に
伝
達
して

行
くこ
と
が
彼
らの
義
務で
あ
る 。かつ
ての 。
大

陸反
攻。
と
違っ
て 、
ま
さ
にρ
社
会
反
攻。

。
経
済反
攻。
の
時
代

で
あ
る 。

で
すか
ら 、
こ
の
事
件が
起こっ
た
直
後に
は 、
台
袖円か
らの
フ

ァッ
ク
ス 、
電
話 、
郵
使 、
テレ
ッ
ク
ス
すべ
て
を
解
禁
した 。
ワ

｜ツ
と
殺
到
した 。
そ
して 、

大
陸の
親
類や
縁
者
に
台
抽円か
らの

情報
が
サ
lッ
と入っ
て
行っ
た 。
こ
れ
は
ま
さ
に
台
湾の
自
信の

表
れ 。
も
う
反
共
主
義
なん
て
宣
伝
し
な
くてい
い
時
代
に
なっ
て

きて
お
り
ま
す 。
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ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
た
ソ
連

こ
うい
う
外か
らの
イン
プッ
ト

が
か
なり
今
後の
中
国
を
変、え

て
行
くの
で
は
ない
か 。
今の
体
制
とい
う
もの
が 、
果た
して五

年
持っ
か
ど
うか 。

私
は 、
一
つ
は
都
小
平の
年
併
とい
うこ
と
も

あ
り
ま
すが 、
そ
れ
以
外
に
も
今の
中
国の
経
済の
先行
き
を
考
え

アジア時報
る
と 、
非
常に
危い
の
で
は
ない
か
とい
う
気
が
し
ま
す 。
特に
経

済め
破
綻
をど
う
やっ
て
補
携す
る
か 。
「ソ
連が
あ
る
さ」
とい
う

こ
と
を
楊
尚昆
た
ちは
言っ
てい
る
よ
うで
す
ね 。
その
意味
で
は 、

中ソ
関
係
を
改
善して
おい
たこ
とは
よかっ
た
ん
で
す 。

ソ
連
は
非
常に
深い
ジ
レン
マ
に
陥っ
てい
る
わ
け
で
す 。
せっ

か
くこ
れ
ま
で一
生
懸
命にソ
速の
方か
ら
む
し
ろ
積
極
的に
働
き

か
け
て 、
中ソ
和
解
を
した
に
もか
か
わ
ら
ず 、
しか
もゴ
ルバ
チ

ョ
フ
は
民主
化の
旗
手
と
して
迎
え
ら
れ
た
に
もか
か
わ
らず 、
こ

ん
なこ
と
を
してい
る 。

しか
し 、
ソ
速は
中ソ
関
係は
こ
わ
した
く
ない 。
そ
うか
とい

っ
て 、
郡
小
平
らの
あの
血の
粛
清
を
とて
も
認
め
る
わ
け
に
はい

か
ない 。
こ
こ
に
ソ
連の
迷い
が
あ
る ．

こ
の
迷い
は 、
六
月二
十
七
日
の
人
民日
報を
見る
と 、
江
沢
民

が
総
書記に
なっ
た 。
私
は
江
沢
民
は 、
と
て
も
今の
中
国
共
産
党

を
支
えて
行
くこ
と
もで
き
ない
し 、
ま
して
や
こ
れ
だ
け
問
題の

多い
中
国
を 、
彼
が
リ
ー

ダ
ーシッ

プ
を
発
輝
して
行くこ
と
は
で

き
ない 。
彼は 、
ま
さ
に
血
塗
ら
れ
た
郡
小
平 、
李
鵬 、
楊
尚
昆
政

権の
あ
やつ
り
人
形
だ
と
思い
ま
す 。
い
ず
れ
に
して
も江
沢
民が

総
瞥
記に
なっ
た
と
きに 、
ま
ず
最
初に 、
その
日 、
及
び
その
翌

日
に
祝
電
を
打っ
て
き
たの
は 、
金目
成で
す
ね 。
朝
鮮
労
働
党
と 、

ド
イツ
統一
社
会
党 、
つ
ま
り
ホ
ー

ネッ
カ
ー 、

そ
れ
か
らル
ーマ

ニ
ア
の
チャ
ウ
シェ
ス
ク
が
続
く 。
そ
れ
と 、
日
本の
字
野
首
相
な

ん
で
すね 。
ソ
連は 、
二
十八
日
ま
で
祝
電
を
打っ
てい
ま
せ
ん
ね 。

4』1
、』1・

1I4hll，・
lf，‘

友
党で
あ
るソ
速が
四日
間
祝
電
を
打
た
なかっ
た 。
しか
も
和
解

した
ば
か
りの
ソ
連が
四日
間
打
た
なかっ
た
とい
う
とこ
ろ
に 、

今日の
ソ
連との
距
離が
あ
り
ま
す 。

い
ま
中
国
で
評
判
が
い
い
宇
野
さ
ん

ま
た 、
逆に一言
う
と 、
今
中
国で一
番
評
判がい
い
の
は 、
金日

成
とホ
ー

ネッ
カ
ーと 、

チャ
ウ
シェ
ス
ク
と 、
宇
野
き
ん
で
あ
る

とい
うこ
と
で
すね（
失
笑） 。
本
当に
そ
う
な
ん
で
す（
笑い） 。

で
すか
ら 、
そ、7い
う

位
置に
わ
れ
わ
れの
総
理
が
あ
るの
だ
とい

うこ
と
をこ
の
際日
本
人は
よ
く

覚
えて
お
く

必
要が
あ
る 。

そ
うい
う
意
味で 、
最も
硬
直
したゴ
ルバ
チョ
フ
で
さ
え
も眉

をひ
そ
め
る
よ
う
な
独
裁
的
な
社
会
主
義
国が
中
国に
同
調
してい

る 。
そ
れ
と日
本の
政
府だ
とい
うこ
とは 、
わ
れ
わ
れ
ど
う
考
え

るか 。
こ
の
点
につい
て
は 、
時
間
も
あ
り
ませ
んの
で 、
私
は
あ

え
て
意
見
を
述べ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も 、
そ
うい
う
現
実が
国
際
的に

あ
る
とい
うこ
と
で
すね 。
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海
外
に
生
ま
れ
た
新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

最
後に 、
今
回の
事
件は 、
大
変
な
悲
劇を
もた
ら
しま
した
が 、

一
方
で
た
と
えば
香
港 、
台
湾 、
あ
るい
はロ
ン
ドン 、

パ
リ 、
ニ

ュ
ーヨ
ー
ク 、
東
京：：：
中
国人の
中に一
方
で
は
新しい
ア
イ
デ

ン
ティ
ティ
（
主
体
性）
とい
うの
で
しょ
うか 、
本当
に
中
国 、

こ
ん
なこ
と
で
ど
う
す
るん
だ・；
とい
う
声が
わ
き
上がっ
た 。



そ
れ
は
具
体
的
に
は、

密
告
電
話
に
妨
害
ラ
ッ
シ
ュ
が
走
っ
た
と

い
う
こ
と
に
も
表
れ
る
よ
う
に、

そ
う
い
う
新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
が、

中
国
入
社
会
の
中
に
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
て、

も
う
あ
の
巨

大
な
人
口
で、

経
済
が
混
乱
し
て
い
る
社
会
を、

非
常
に
タ
テ
割
り

の
硬
直
し
た
共
産
党
だ
け
で
は
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
と
い
う
こ
と
が、

非
常
に
大
き
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
よ
う
な

気
が
し
ま
す。

連
邦
制
に
し
な
い
と
ム
リ
の

声

そ
う
い
う
意
味
で
は
「
中
華
人
民
共
和
国
」
か
ら、
「
中
華
連
邦
共

和
国」

と
い
う
こ
と
に
で
も
し
な
い
限
り、

こ
の
国
は
救
え
な
い
だ

ろ
う
と
い
う
あ
る
種
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が、

今
岡
抑
え
つ
け
ら
れ
た

知
誠
人
や、

あ
る
い
は
台
湾、

香
港、

あ
る
い
は
外
に
い
る
人
た
ち

の
聞
か
ら
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
る。

ま
さ
に
二
十
一

世
紀
に
か
け
て
今

の
体
制
で
中
国
を
維
持
し
て
行
く
こ
と
は
と
て
も
無
理
だ
と
す
る
な

ら
ば、

や
は
り
新
し
い
中
国
改
造
案
み
た
い
な
も
の
が
い
ろ
い
ろ
語

ら
れ
始
め
る
時
期
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か。

そ
の
意
味
で
は、

今
回
の
事
態
は、

ま
さ
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
二
百

年
に
し
て、

一

方
で
は
国
家
と
か、

暴
力
と
か
の
持
つ
意
味
を
真
剣

に
わ
れ
わ
れ
に
つ
き
つ
け
ま
し
た
。

同
時
に、

革
命
と
い
う
も
の
は
い
か
に
コ
ス
ト
が
高
い
か。

革
命

を
や
っ
て
社
会
主
義
に
な
っ
た
け
れ
ど
も、

結
局
経
済
は
う
ま
く
い

か
な
い
。

民
族
の
解
肢
は
で
き
な
い
。

平
等
ど
こ
ろ
か、

不
平
等
が

ア

ジアジア時報�：2�2叩77
ア

時

報

一
九
八
九
年（
平
成
元
年）
九
月
号 進

ん
で
い
る。

ま
す
ま
す
岡
家
が
死
滅
す
る
ど
こ
ろ
か、

ど
こ
を
見

て
も、

国
家
と
い
う
も
の
が
す
ご
い
形
で
の
し
か
か
っ
て
い
る
わ
け

で
す。そ

う
い
う
意
味
で
は、

二
十
一

世
紀
と
い
う
も
の
は、

マ
ル
ク
ス

主
義
は
い
か
に
コ
ス
ト
が
高
く
て、

犠
牲
が
大
き
い
か
と
い、
7
こ
と

を
わ
れ
わ
れ
に
教
え
た
わ
け
で
す
か
ら、

そ
う
い
う
意
味
で
も
今
フ

ラ
ン
ス
革
命
二
百
周
年
が、

中
国
の
こ
の
血
の
粛
清
に
よ
っ
て
祝
祭

さ
れ
る
と
い
う
現
実
の
中
で、

わ
れ
わ
れ
は
も
う
一
ぺ
ん
車
命
と
か、

社
会
主
義
と
か、

あ
る
い
は
国
家
と
か、

暴
力
と
い
う
も
の
を
考
え

直
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
教
訓
を
残
し
た
と
い

う
こ
と
を
最
後
に
・申
し
上
げ、

私
の
率
直
な
意
味
を
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た。

（
拍
手
）

H
文
中
敬
称
略
H

（
平
成
元
年
七
月
＋
九
日
の
東
京
・

如
水
会
館
に
お
け
る
ア
ジ
ア
闘

査
会
主
催
の
緊
急
議
演
会
の
速
記
録
H
文
責、

編
集
部）
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